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垂ニンヱカミ言

日本統計研究所は、女性と男性に関する統計（ジェンダー統計）の活動と理

論について早くから注目し、プロジェクトを組み、また特に国連を中心とする

国際的な動向を紹介してきた。

この統計研究参考資料においても以下のものがある。

田中尚美訳・国連事務局『性的ステレオタイプ、性的偏りおよび国家統計シ

ステム』No.34(1991.6）

伊藤陽一・杉橋やよい訳、「「女性と統計」関連主要文献目次・序文等翻訳集」

No.39(1993.7）

中野恭子著訳・伊藤陽一協力「インストローと女性に関する統計」No.40(1993.9）

伊藤陽一・杉橋やよい訳、「ジエンダー統計の現状」、No.42(1994.1）

田中尚美訳・国連『女性の状況に関する統計と指標のための概念と方法」

No.45(1995.3）

杉橋やよい訳・国連「世界規模のジェンダー統計に関するワークショップー

現在行なわれている作業と次のステップ」No.49(1996.4）

この他に1992-93年の本研究所のプロジェクトの成果として、この分野にお

ける日本でのはじめての研究書として、伊藤陽一編著(]994）『女性と統計一ジ

ェンダー統計論序説」梓出版社も出版した。

このジェンダー統計活動は、国際的には1975年の世界女性会議（メキシコ）

あたりを起点とし、１９９５年の北京世界女.性会議を大きな契機として、さらに

一段と規模と内容を拡大し、２０世紀の最後に、国際的な統計の歴史でもかつ

てなかった大きな動きとして展開しつつある。特に北京会議に向けては、世界

各国・地域でのジェンダー統計集の編集・発行があり、この間の国連諸機関で

のジェンダー問題・ジェンダー統計への取り組みの拡大、非報酬労働の測定・

評価、移民、暴力、意思決定等々の問題へのジェンダー視点に立った統計の側

からの取り組みの本格化など、運動の広がりを見ることができる。

統計理論に関しても、アカデミーでのジェンダー統計のとりあげが広がりは
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じめ、国際統計学会でも1993年、１９９７年とセッションが設定されている。ま

た、国際ジェンダー統計活動のリーダーであるスウェーデンのＢ、ヘッドマン、

イタリアのペルーチ等による著書団深"ｄｂｒｉ"gSYarjmics‐Ａ７ｂｏﾉﾉｂｒＣﾉﾌﾞα'Tgeが１９９６

年末に発刊されて、この書物は統計学・統計教育の分野に大きな影響を与えて

いくと思われる（日本訳については、日本統計研究所で取り組み中である）。

これら国際的なジェンダー統計運動を推進してきた２つの代表的機関が国連

統計部とインストローである。しかし、インストローに関しては、日本では、

現在でもなお、広くは知られていないないようにみえる。

冒頭に示したように日本統計研究所では、本統計研究参考資料No.４０でこの

インストローを紹介している。このインストローの重要性に関心を持ち、本資

料の作成者の伊藤が１９９７年３月13-14日に、インストローの本部（ドミニカ共

和国・サントドミンゴ）を訪れて、図書室で担当者と質疑を交わし、文献調査

にあたった。また、３月１８日にニューヨークの連絡事務所で、折からの国連

女性の地位委員会のために滞在していた所長に、忙しい時間をぬって応対して

いただき、３０分間質疑を交わした。

そこで、本資料では、ここで獲得した資料や情報を中心にして、資料No.４０

号以後のインストローの動向、インストロー・ニュースのジェンダー統計に関

する記事の翻訳紹介し国際的ネットーワーク間の情報交換がますます重要性を

ますなか、インストローのフォーカルポイントを紹介し、前回の号で紹介した

出版目録を補強して提示しようとするものである。

本冊子の企画・執筆は、伊藤陽一が担当し、翻訳は伊藤と水野谷武志が担当

し、編集作業は、伊藤と水野谷があたった。

1997年６月

伊藤陽一
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Ｉインストローの最近の動向に関して

インストロー（INSTRAW:UnitedNationslnternationaIResearchandTraininglnstitutefbr

theAdvancementofWomen:国連女性の地位向上のための国際調査訓練研修所）の

概略はすでに前回資料（統計研究参考資料No.４０：中野恭子著訳・伊藤陽一協

力「インストローと女性に関する統計」１９９３年９月）に示した。インストロー

は、１９９７年のはじめにごく簡単なホームページを開設した。そこに示されてい

ることが、実はインストローの内容の簡単な説明になっている。１．では、そ

の紹介を兼ねて、ホームページを原文のままであるが転載することにする。そ

の他、インストローに関する補足的情報を加えろ。２．では、組織改編問題に

ふれ、３．では、インストローの最近のジェンダー統計活動を紹介する。

ＬﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞDii洲ビ

（１）まず、インストロー(INSTRAW）という略称について。この略称は、こ

の機関の英語あるいはスペイン語のフルの名称の頭文字を順に並べても、

INSTRAWにはならないことが早くからの疑問であった。本部で質問してみても

ラチがあかなかった。ニューヨークでは、所長も質問に対して説明をはじめた

が､途中で「あれ｣という感じで行きどまった｡紙にﾒﾓをしながらの解釈･

推定は、Ｔ:Training,Ｒ:Research,INS:Institute,Ａ:Advancement,Ｗ:Womenについて、発音

しやすいように並ぺ交えたのではないか､ということであった｡しかし､

Intemationalの頭は組み込まれていない。専ら、語呂なのかどうか。この点は、

この略称指定時の当事者に聞かなければわからないかもしれない。そういう目

で見れば、ユニフェム他，頭文字をもっての省略形でないものがあるようだ。

（２）本部の所在地。ドミニカ共和国（カリブ海地域、キューバの東南隣、

プエルトリコの西隣、山脈を境にしてハイチと同じ島：ｲｽﾊﾟﾆｮｰﾗ島に属す）に

ある。原住民タイーノ族がスペイン支配の下消滅したとされる。ヨーロッパか

らの直接便とともに、合衆国からはニューヨークから１日直通便が（４時間半）

－５‐
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いくつかでている点で便利である。インストローは、このドミニカ共和国の首

都サントドミンゴにある。サントドミンゴはカリプ海地域ではキューバのハバ

ナと並ぶ大都市とされ、人口は２００万人とされる。所在は、MaximoGometzAve

とCezarNicholasPenson通り（AMBolivarの一本北）のクロス地点から西へ６０メ

ートル位入ったところに門がある。道を挾んでアメリカ領事館がある。インス

トローの本部のつくりは、インストロー・一ユースに掲載された写真で予想し

ていたよりは小さい感じがした。折から所長がニューヨークにでかけて留守で

あり、同伴ででかけた者もいて、職員も留守がちであった。４０名前後の職員数

であるという。サントドミンゴのペースの中で仕事が行なわれていた．

図書室の広くはない書架には、およそ半分が国連総会等のドキュメント、半

分がインストロー関係のドキュメントや各国のジェンダー統計集などが並んで

いた。前者の国連関係の一般資料については、この地域の研究者や大学生が利

用しに来ることが多いという。ジェンダー関係の資料･としては、諸国政府機関

の作成になるジェンダー統計集がかなり並んでいた。特に、中南米地域の統計

集で、筆者が未見のものが一定程度揃っていた。

－１－ヨークの連絡事務所は、国連の建物から道を挾んで向かいの国連ブラ

ザビルの中にある。

（３）この間、所長が交替した。現在はMarthaDuenas-Lozaがactingdirectorに

なっている。創設後の第３代所長にあたる。

１

ヨーク－－ユ

連絡事務所で

筆者撮影

７



（４）本部、連絡事務所とも、電話、ファックスのほか、e-mailadressを持

っていて、質問に対応してくれるので、以前よりコミュニケーションは容易に

なった。筆者は、ｅ－ｍａｉｌへの反応は、ニューヨークの方が速いという感触をも

っている。本部を訪問したときに、１９９６年１１月にホームページが開設されたと

いうことで、それを告知するビラを配布中であった。いまのところ、なお簡単

にすぎるが、これが充実すると情報の往来はさらにスムースになるだろう。

その内容は、この資料ではすべてとりあげなかったインストロー自体の簡単

な紹介になっているので、これを以下に転載する。ちなみに、この画面は１９９７

年６月初旬のものである。以下の紹介では、別の画面に現れる各項目を詰めて

示した。また最近の出版物は、本資料の１Ｖに収録したので、示さなかった。

ちなみに、１９９７年３月８日に国連の女性関係機関の手になるインターネット

サイト''WOMENWATCH11（http:"www.un.org/womenwatch)が開設されている。

ＷｃｋｏｍｅｌｏＩＩｌｅｈｏｍｅＩＤ■geoIIhe

UnitedNations

lntematiomlResem･cllmldTrainil1gll1s(itllte

lDrtheAdWmcememtofWomen

（INSTRAW）

.、/IＩＡＴｌｓｎｌＳｍＡｗ７
、●

●
●
●

ＷＩｌＡＴｌＳＴｌｌＥ「ＯＣＵＳＯＦＩＮＳＴＲＡＷ１ＳＲＥＳＥＡＲＣｌｌAＮＤＴＲＡｌＮＩＮ PＲＯＯＩＵｌＭＭＥＳ７

ｗＩｌＡＴＤＯＥＳＩＮＳｒＲＡｗＰＵＢＬＩＳｌｌ７

ｗｍＥＲＥＤＯＤｌｓＴＩＵＷＶｖＳＦｕＷＷＣｌＡＬＲＩｊＳＯＵＩ(ｃＥｓｃｏＭＥ「ＲＯＭ？

、lNHERElsn、ISTRAw7
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ＷＨＡＴＩＳＩＮＳＴＲＡＷ？

TheUniledNationslntemationalResearcllandTraininglnslitutelbrtheAdvancementofWomen

(INSTRAW)isllleonlyUnilcdNaIionsinslilu(ｅwill】lllcmaI】dateIbrrcsearchandtrainingonlhe
advancemenlofwomen．

ＴｈｅｃｒｅａｔｉｏｎｏｆＩＮＳＴＲＡＷａ１ａｎautonomousillsIitutewithinthcnameworkoftheUnitedNations，

wasTecommendedbytheWorIdCon化rcnccoftl1ellllcmationalWomellisYear,l1cldinMcxicoCity，
Mexico,inl975andesIablishedbyI11eEconomicalIdSocialCouncil(ECOSOC)resolutionl998
(LX)ｏｆｌ２Ｍａｙ1976.

INSTRAW1sobjectivesare：

Tostimulateandassisl,IllroughresearcI1,IrainingandIhecolleclionanddisseminationof
infbnⅥation,IheadvancementofwomenandmakiIIgwomen1sconlributionlodevelopmentmore
visibIe．

ToassistIheeHbrtsofinter-govemmental,govemmentalandnon-govemmentalorganizalionsinlhis
regard．

BackＨｏｍｅ．

hnp:"ｗｗｗ－ｕｎ.◎｢g/insmw/work､11ｍ

ＨＯＷＤＯＥＳＩＮＳＴＲＡＷＷＯＲＫ？

INSTRAWhasagovemingbody,thelNSTRAWBoardorTrusleeS,composedo｢elevenmembe｢s
nomillaIedbySlaIesandal〕poil1tcdbylhelEc(〕I】omicalldSocialCol】Ilcil(ECOSOC)will】ｄｕｅｒｅｇａｒｄ
ＩｏＩ１ｌｅｆ〕ｃｔＩＩ】aIl11elns1illllcKlIldｉＩｓｗｏ【karclilI1dcdiiFomvolu】〕taJyconlribuIioI】ｓａｌ】ｄｌｏｔｈｃｐｒi'】ciple
ofequilablcgeog｢apllicnldislribuIion・ＴＩ】ｃｍｃｍｌ〕ｅｒｓｏｆＩ１１ｅｌ〕oardservcil】ｔlIcirindividualcapacities
lb「ａｌｅｍ１ｏｆｌｌ１｢ｅｅｙｅａｒｓｎｏｍｌｌ１ｃ(|【llcofIllcirappointmellI・ArcprcseI1IaIivcofII1eSccretary-Gel】eral，
ll1eDirccIorofI1uelns(i【ute,arcprescnIativcofcachoflheregiollalcomlnissioIlsoflllcＥＣＯＳＯＣ,and
arcprcscnIativeo｢lhcllostCountry,scrvcasex-q"7cjomcmbersoflhcBoard．

1ＮSTRAWreliesonintcmationaInetwo｢kingwithits皿_pQilll且(nownumbering41world-wide）
anｄｏ(hcrnaIional,regionalandintemationalorganizations．

Formoreinfblmalionabou【INSTRAWFocalpoints,pleasecontacIINSTRAWueadquaners、

－９‐
ＢａｃｋＨｏｍｅ．



http肌/ｗｗｗ・unprg/instmw/Ibcushu1I

ＷＨＡＴＩＳＴＨＥＦＯＣＵＳＯＦＩＮＳＴＲＡＷ１ＳＲＥＳＥＡＲＣＨＡＮＤＴＲＡＩＮＩＮＧＰＲＯＧＲＡＭＭＥＳ？
●

INSTRAWIsworkisguidedby：

・StatuteoftheUnitedNationslnternationalResearchandTraininglnstitutefbrIheAdvancement

ofWomenapprovedbylheUniIedNalionsGeneralAssemblyindecision３９/249ｏｆ９Ａｐｒｉｌ
ｌ９８５；

・Decisionsand「ecommendationsbythelNSTRAWBoarｄｏｆＴ｢ustees,theECOSOCandthe

GeneralAssembly；

・TheNairobiForward-LookingSIrategiesfbrtheAdvancementofWomenoftheWorld

ConferencetoReviewandAppraiseIheAchicvementsoftheUniledNationsDecade【br

Women:Equality,DevelopmentandPeace(Nairobi,1985)；

、TheP1atfbrmfbrActionoftheFourthWorldConferenceonWomen(Beijing,1995)；

・Therecommendationsnomotherrecentlyheldintemationalcon化rencesincluding:ＵＮ
Ｃon化renceollEnvironmentalldDevelopment(1912),IIICWorldCoMerenceonHumanRighls

（1993),l1lelntemalionalConHerenceonPopulationandDevelopment(1914),theWor1d

SummitfbrSocialDevelopmel1I(1995),thesecondUnitedNationsCon化｢enceonHuman
SettlcmentsHABITATII(1,96)andtheWorldFoodSummit(1996)．

Forthel996-l997biennium,INSTRAWhasdevelopedfburresearcｈａｎｄｔ｢ainingprogrammesbased

onprioritiesidentiliedinlhefbIlowmgareas：

EconomicandPoliticalEmDowermenｔ ofＷｏｍｅｎProcessｏｆ

InaccordancewilhthcrecommendationoftheBeijingPIatfbrmfbrAction''1oensurewomenIsequal
accesstoandhjIlparticipatiollinpowerstrllcturesanddecision-makingandtoincreasewomen's
capacilyIoparticipateindccision-makingandleadershipM,(chapにrlV,Ｓ【｢alc8icObjecIiveOl,2)，
INSTRAWispreparingresourcemalerialsfbrwomeninpoliticswilhtheobjectiveofenhancingtheir
capacitytoparticipateindecisionmakingleade｢Ship,byincorporatingagenderperspec【ive・The
prOjectentailsaresearc1lcomponentfb「thepreparalionofabackgroundpaperwhichwillpresentan
overviewoflheglobalsiIuationofwomeninlllepoliticalarenaandthebarrierslimitingIheir
palticipalion;andseveralcasesludiesincludingagenderanalysisofthepoliticalpowerstructures．

nmentandSustainableDeveloDmentWomen,Enviro

Buildinguponthelnslitute1sresearchontbeinterdependentre1ationshipbetweenwomen,environment
andsuslainabledevelopment,inl995aIldillcooperationwiｔｈｔｌｌｅｌＬＯ/TurillTrainingCentrc，
lNSTRAWpreparedlhelrainillgpackagc11Womel1,Envi｢onmentalManagemeIltandSus【ainable
DevelopmenI1，aimedatassisIingcou】】l｢iestodevc1opaholisticapproacIlinlhcorganizationand
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２機構再編一ユニフェムとの合併一問題

特に１９９０年代に入って、環境、社会開発、人口、女性の地位向上、等々国連

のイニシャティブでの重要な国際会議が開催され、影響を与えている一方で、

国連は主要国が寄金の拠出を渋っていることに寄る財政難の中で、機構の縮小

再編を余儀なくされている。余談になるが、筆者は１９９６年春にESCAPの統計

部門を訪問したことがある。責任者は、予算削減の中でどう縮小するか、その

下で機関をどう運営するのかについて、絶えず会合があって忙しいともらして

いた。図書・資料の整理・管理が追い付いておらず、コピー器械も性能は十分

といえずすぐに故障する状況であることも経験した。

関連して女性の地位向上の動きに関わる新組織も多くなり、既存機関もまた

女性の地位向上、ジェンダー問題をとりあげるようになってきた。

こういった背景の下でのことと考えられるが、１９９３年１２月２０日に国連総会

は、事務総長に対して、管理予算問題の諮問委員会を通じて経済社会理事会に

向けて、インストローとユニフェムの合併問題についての報告を提示し、経済

社会理事会が４９総会に最終勧告を提出するべきことを決議した（１２月２３日：

決議４９/160)。１９９４年の総会では、その報告書の再考を求め、１９９５年の世界女性

会議ののちのことに先送りされる。すなわち、女性の地位向上に関する国連シ

ステム内の機構調整に関して、経済社会理事会、女性の地位向上委員会の３２回

会議での審議、第４回世界女性会議での審議を考慮して、第５０総会に最終判断

をすることにした。

北京会議は、インストローの独自の任務を再確認する（行動綱領第334,335節）。

これを受けて、総会は１９９５年１２月２２日の決議(50/162)【後掲】では、北京会議で

の指摘等を引用しながら、合併を判断する上での十分な情報が無いことを残念

だとしながら、機構制度を扱う提案は、国連機構全体の再構築の一環としてと

りあげられるべきことを勧告し、同日の決議(50/163)では、インストロー自体を

とりあげて、これまでの任務を再確認し、活動報告に満足を表明し、女性の地

位向上に向けての働きに期待を寄せ､・事務総長にインストローの活動に関する

報告を求める．
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１９９６年に、女性の地位委員会は３月の決議【後掲】において、行動綱領を折り

込みながら、インストローの独自の機能一女性の地位向上と開発過程への女性

の統合に向けての調査研究と訓練に専ら従事する国連システム内の全く唯一の

機関であること_を強調し、行動細|領の実施においての特別の役割を強調し、

その努力をたたえている。これを受けて、経済社会理事会は、６月２６日の決議

(､ＯＣＡ/51/3,PartlLP49)、で、インストローの活動、努力をたたえ、資源の重要性

を再確認し、諸方面に対して献金を呼びかけている。

これらの経過の中、特に北京会議がインストローとユニフェムの役割をそれ

ぞれ別個に確認した、女性の地位委員会がインストローに好意的な決議をして

いることからみて、合併は無いものとしてひとまずのおさまがついたと見て良

いと思う。

現所長も、筆者の質問に対じて、その問題にはケリがついたと語っていた。

とはいえ、他方で、本部の事務担当者とのインストロー・ニュースの将来的講

読についての話の中では、先行きが不明な点があるので、単年度の予約講読に

しておく方が良いと先方から言われた。

国連諸組織の縮小・再編が絶えず求められている中でどうなのであろうか。

女性の地位向上問題・ジェンダー問題は広範な運動の盛り上がりの中で、２１世

紀にかけての国際的最重要問題でありつづける。この重要性の認識とインスト

ローの働きについての評価の中で、この機構再編は判定されることになろう。

合併問題に関する関連決議の抜粋が、インストローニュースの２４/２５号に掲載

されているので、そのうちの主要なものを以下に訳出しておく。

社会経済理事会で１９９６年１２月２６日に採択された決議

1996/39(ＤｏｃＡ/51/3,Partll,ｐ､49）

女性の地位向上のための国際調査訓練研究所

経済社会理事会は、

女性の地位向上のための国際調査訓練研究所理事会の第１５回会議の報告に注

意を向けた１９９５年６月２７日の決議1995/４５を想起し、

また、総会が同報告に注意を向けた１９９５年１２月２２日の総会決議５０/163を想

起し、
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所のプログラムと他の経済的、社会的問題との調整および波及を改善するた

めに、理事会の分析と、所が第３委員会だけでなく、関連する議題の下で総会

の第２委員会に対しても報告するべきであるという理事会の勧告に注意を払い、

第４回世界女性会議において所が果たした重要な役割と、この会議のフォロ

ーアップにおける所の役割とを認識し、

また、国際人口・開発会議、社会開発世界サミット、国連５０周年、第２回国

連住宅会議(Habitatll)、国際高齢者年に関する活動に対してその専門領域におい

て所が行いつつある同じく重要な貢献を認識し、

１９７５年［２月１５日の総会決議3520(xxx)に明記されているとうり、女性の地位

の向上のために所が調査と訓練を遂行するための所の本来的権限と明確な資格

を再確認し、

１．国際女性問題調査訓練研修所理事会の第１６回会議の報告とそこにふく

まれている決議に注意を払い

２．女性の経済的、政治的エンパワーメン卜の過程にあてられた諸問題一す

なわち、ジェンダー問題における統計と指標、女性と廃棄物管理とエネルギー

の再生可能な源泉、高齢者や退去者や難民や女性移民のような様々なグループ

に関連する諸問題一についての所の作業をたたえ、

３．また、女性の地位向上に貢献するプログラムを推進するために、国連シ

ステムの専門機関と関連機関、そして他の機関、プログラムや諸協会との間の

積極的で密接な協力を一層進めるための所の努力をたたえ、

４．女性の地位向上にとって非常に重要な独立した調査研究や訓練にたづさ

わる資源のレベルを維持する重要性を繰り返し、

５．諸国、政府間機関や非政府組織に対して、女性の地位向上のための国際

調査訓練研究所ための国連信託基金への任意の寄金と抵当を通じて貢献し、所

がその指令に効果的に対応し続けることが可能になるように呼びかける。

女性の地位委員会（ＣＳＷ）のインストローについての決議,1996年３月

女性の地位委員会は、ニュートークで開催されたその第４０回会議(1996年３

月１１～２２日）において、「行動綱領は１９９５～２０００年の期間に、国連システム
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のすぺての組織と機関の作業を通じて遂行されるぺきである。．．」（Ｄｏｃ

Ｅ/1996/26）ことを決議した。女性の地位委員会は経済社会理事会の注意をひき、

1996年６月２４日から７月２６日にかけてニューヨークで開かれた独立のセッシ

ョン（Ｅ/CN6/1,66/66)で承認した次のような決議を採用した。

女性の地位向上のための国際調査訓練研究所

女性の地位委員会は、

総会が、１９７５年１２月１５日の総会決議3520(xxx)において明記されているよう

に、女性の地位の向上のための調査研究と訓練を遂行するために女性の地位向

上のための調査訓練研究所の本来的権限と明確な資格を再確認した１９９５年１２

月の総会決議５０/163を想起し、

政策立案とプロジェクトの実施が問題と女性に対する関心事として生起しつ

つある領域に向けられることを保障するための独立した調査研究の必要と、そ

こでの所の活動の役割を強調しながら

1．女性の地位の向上と開発過程への女性の統合のために専ら調査研究と訓

練を行う国連システム内の唯一の機関としての女性の地位向上のための国際調

査訓練研究所の唯一の機能を強調し、作業活動のためと第４回世界女性会議で

採択された行動綱領の実施のためのバックグラウンドとして、その研究結果を

政策目的のために利用可能にすることの重要性を強調し、

２．行動綱領の第３６０節_そこでは次のように述べられている_女性のエン

パワーメン卜の促進において、したがって行動綱領の実施において、中でも女

性の地位向上のための研究、訓練および情報活動、ならびに開発努力にジェン

ダーの視点を入れるための技術的、財政的援助において、それぞれの権限内で

の、国連の諸基金、計画および専門機関、特にＵＮＩＦＥＭとINSTRAWの役割を認

識し、国際社会から提供される資源が十分なものであることが必要であり、十

分な水準に維持されるべきであること－を再確認して、

３．所が国連システムの専門機関と関連組織や他の協会等と活動的で密接な．

協力を一層進める必要を強調し、

４行動綱領の実施において所が遂行しなければならない特別な役割を認識

して、

５．女性の経済的、政治的エンパワーメン卜の領域一すなわち、ジェンダー
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問題における統計と指標、コミュニケーション、女性、自然的資源と持続する

開発、水、衛生と廃棄物管理、エネルギーの再生可能な資源、における調査研

究と訓練活動の調整、女児、女性高齢者、女性退去者や難民女性や女性移民や

地方の女性のような様々な人口グループに関連する諸問題一での調査研究と訓

練の調整を通じての、女性の地位向上をきびしく阻害しているすぺてのレベル

の貧困に向けた所の努力をたたえ、

６．事務総長に対して、１９９４年１２月２０日の総会決議４９/163に提示された指

令を実施することを促す。

３インストローのジェンダー統計に関する最近の活動

インストローの活動は、女性のエンパワーメン卜、ジェンダー課題に関する

統計と指標、女性と環境と持続的開発の分野を中心に、調査と訓練にそくして、

関連諸機関、地域や各国での活動を援助し、また各機関と共同作業をすること

である。１９９４年以降のインストローにおけるジェンダー統計に関する活動を紹

介しよう。

１１９４～９５年の活動

この期間の活動報告【GeneralAssembly(1996)】によれば、主な点は以下のとおり。

l）女性の貢献の評価の方法。この計画の第一局面の作業結果は、Ｍｍｗｅｍｅ"ｊ

α"`ノルノ1'qIio〃ｑ/Ｕ)?ｐａｉｄＣｏ""肋ｕｊｊｏ".･Accou"ﾉﾉ''９７か。zｨgA7Ymeα"ｄｏ"やuJにまとめら

れた。この文書は、（a）女性と男性の両方の有償および無償の貢献を把握し測

定するための改善されたデータ収集テクニックの開発、（b)無償労働を評価

する帰属計算テクニックの開発、（c)世帯生産の国連国民勘定体系へのサテ

ライト勘定を通じての包含、という３点にあてられた。この文書は販売文書

であり北京会議で入手可能になった。この研究の結果は、１９９５年３月６～８

日にＥＣＥ地域の政府間統計家のワークセッションで紹介され、評価を受けた。

、第二局面の作業として、上述文書の勧告に基づいて、ネパール、カナダ、ハ

ンガリー、フィンランドをふくむいくつかの国で開発されたテクニックや方

法の検討プロジェクトを開始した。先の文書の補完資料とされる。

その他、ドミニカ共和国の統計局と協力して生活時間調査を進めつつある。
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２）世界の女性第２版および１９９５年人間開発報告への貢献。世界の女性第２版

に関しては、内容についてと資金的援助にあたり、人間開発報告に関しては、

内容、とくに女性労働の評価について貢献した。

3）アジアの女性に関する統計と指標についてのサブ地域ワークショップ。１９９４

年３月８～２５日に、東京と大阪で、アジア統計研修所と日本の国際協力機関

との協力の下で開催。第４回世界女性会議への各国の報告書の準備のために

国連女性の地位向上部が推薦する一連の指標を検討することを焦点とした。

このワークシヨツプは、この地域で１９８５年以降、第６回目にあたる。

4）ジェンダー統計についての訓練資料の開発と政策。国連統計部、ユニフェム

との相談の下にジェンダー統計に関する訓練資料の開発作業をすすめた。

１９９０年からインストローは、高齢女性に関するデータを収集・分析する作業

を続けていおり、７１heSijuqfjo"雪q/E雄ｒＭﾘﾉbme"/AvQi肱Ｓ/α/hMjcsα"ａｈｎｍｃａｊｏ,Ｔを出

版している。これをさらに発展させる作業に取り組んでいる。ちなみに、１９９９

年は、国際高齢者年とされれることが、国連総会で決議されている。

5）女性についての統計に関するインストロー／ＥＥＣの合同作業セッション。

１９８年３月６～８日にＥＣＥとの合同ワークセッションが開かれた。国連統計

部の協力の下でこのセッションは第５回目であり、この地域での政府間では

唯一のジェンダー統計に関する協議・討論の機会であるとされる。

次回は、1997～１９９８年に、（a)経済的福利、生涯の過程でのキャリアの異動、

民間および公的な金融的移転と同一価値労働同一賃金、（b）介護活動：生涯の

過程で、誰が誰を世話するか、および介護活動の理解、（c）無償労働：無償労

働の測定の開発とサテライト勘定体系への組み入れ、（｡）暴力と犯罪の統計的

測定における前進、のトッピクスに関わって開催される予定である。

6）第２８回国連統計委員会と地域統計家会議への参加。ＥＣの招待で、ヨーロッ

パ統計家会議（パリ、１９９４年６月１２～１６日）に参加した。地域の統計家の

関心は非常に高く、とくに移行諸国のジェンダー統計への援助が勧告された。

その他、第２８回国連統計委員会（ニューヨーク、１９９５年２月２７日～３月

２日）、第９回エスキヤップ統計委員会（バンコック、１９９４年１２月１１月２８

日～１２月２日）、第２３回所得と富についての国際学会（ブルンスウイック、

カナダ、１９９４年８月２１～２７日）、国際移民労働者の労働と家族生活に関す
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るシンポジューム（日本大学、１９９４年１２月５～８日）に参加した。

7）第４回世界女性会議に関わる活動。インストローは、世界女性会議の準備過

程で、世界規模と地域規模を中心にする多数の予備会議、また北京会議の打

ち合せに参加し、また世界女性会議期間にパネルやイベントを主催・共催し

た。会議期間中のジェンダー統計関係の催しは、ＮＧＯフォーラムでの「生活

時間統計と女性と男性の貢献の確認」（８月３１日）と政府間会議中に政府代

表者向けに、「女性の経済的・政治的エンパワーメン卜とジェンダー統計の

必要」のパネル（９月１２日）であった。

１９９６年～１９９７年にかけては、INSTRAW(1996)によれば、

北京会議の行動荒涼のフォローアップ過程を実施する手段としてジェンダー

門だに関する統計と指標についての研究・訓練計画を貴族するものとして、特

に焦点になるテーマとして、次をあげている。

(1)無償労働の測定と評価。女性と男性の（有償と無償の）活動と労働につい

てのデータ収集の改善。労働市場での女性の就業の測定の改善。無償労働の問

題を数量的に評価し、サテライト勘定を通じてそれを経済的指標に反映させる

不法を開発する。生活時間統計と活動分類の分析。

(2)政策企画、プログラムの計画化、実施、監視と評価におけるジェンダーに

そくした具体的統計と指標の利用の改善。

文献・資料

OcneralAssembly(1995),ActivitiesofthelntemationalResearchandTaraininglnstitutefb「

theAdvancementofWomen,RepoltoftheSecretalyGeneral,GenemalAssembly50th

session,A/50/538,230ct1995,（インターネットにより入手）

lNSTRAW(l996a),j>ns"αｗＢｊｅ""ｊⅢ'〃ノリ,６－ノｇ９７

１ＮＳＴＲＡＷ(l996b),'0DocumentaryMaterials''’1M９７Ｍ〃ﾉVEﾘﾘF,SpecialissueNo24/２５

UNEconomicandSocialCounciI(]996),ReportoftheBoardofTrusteesofthe

lntemationalResearchandTrainingInstitutefbrtheAdvancementofWomenonits

sixteenthsession,,E/１９９６/56,20Ｍａｙｌ９９６
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Ⅲジェンダー統計に関する主要論文・

記事インストローﾆｭｰｽから

１アンペイド#働のi1l趾価値評価 インストロー・ニュース２０

８０年代の半ばのある時、菰はボパール西部の丘陵の行くのがかなり困霧な地

域を世界銀行の辻雲で訪簡していた。求パー”における爾発の進度についての

論議の9bで、私はそれが非常に遅いことを輿し'た。綾は注意をクながした。′こ

のよクなかなり遠隔な地域の道端の店に、コカコーラがあるといクことば十分

な逓さで鯨発されてし’ろに違いなし'ﾉ。菰は討論をあきらめた。私かをたこだ．

わる疑悶は、６Ｌ人々がこれ美で淵鐸してきたミルクの販売をはじめ、コカコ

ーラやガムや栄養）"のない生産物に金生徒クとするとして、人々の境遇は政琴

されたのか？これは進歩なのか？経鉾学はこれ多扱クことかできるのか？

ここには３つの異なる〃雷があるよクにみえる。

第一に、これらの人々か豪で鱒簿するミルクの生産は、〃腫評j"図されず、し

たがって、どの所得縁計にも全く計上されない。しかし、ミルクが販売される

ようになると、それは（たとえ、世滞の実質所得が壇加しなくてもノ泣帯の所

得に反映させられる。第二に、ミルクの消芽は､栄養の見地からは伍遁の狂い

らのへの翼金支出に置き換えられてきた。第三に、実質所得のこの置き換えの

披害を最も受けている青は、女性と少女たちである。というのは、女性と子供

によるミルクの消費を鋳往にして勇金･所停を徒クのは男性だからである。これ

は、農打の世帯、得に女性の世帯の発展であろうか貧西七であるクか？
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この問題に肯定的であれ否定的であれ回答するには、世帯所得がミルクと世

帯生産活動の商業化がよりうまく測定されて、その前後で完全に一致すること

が必要である。多くの開発途上国で、世帯生産は広いスペクトルをふくみ、世

帯の生活手段の大部分を提供している。しかし、国民勘定のデータは、世帯の

所得と生産のごく小さな部分を反映するだけである｡それらはまた矛盾してい

る。例えば、それらは持ち家や自営の農業生産を帰属価値計算して国民勘定に

ふくめるようだが、女性が集めるかいばや薪あるいは食品加工の際に生み出さ

れる価値を除外する。この矛盾はまた労働統計にも反映している。自分の農地

で働いている男性の大多数は経済的に活動しているとみなされるが、多くの時

間を二次的働き手として農場や世帯産業で過ごしている女性の多数はそうはみ

なされない。

料理、洗濯、買物といったサービスは非経済的とみなされるので、世界中の

女性の過半数は、女性の世帯での活動が家族の生存と労働力の再生産にとって

基本的なものであっても、経済的に非活動とみなされるのである。

女性の主な活動、すなわち、家事や育児を国民勘定から除外する結果として、

女性を社会・経済的に周辺化することについては、１９７０年代半ば以来広範囲に

わたる論議がある。しかしながら、既存の経済モデルやデータの収集方法は、

女性の多面的な生産的活動、特に無償（アンペイド）の活動をただ単純に把握

しないし、把握できないでいる。

この問題に応えて、インストローは、インフォーマルなそして世帯内のサプ

システンス生産部門の労働／活動について、それらを国民勘定、特に「サテラ

イト勘定」と称されるものにふくめることができるように、その費用にかなっ

た測定と価値評価を開発するプロジェクトを現在進めている。「サテライト勘

定」とは、既存の国民勘定体系への補足であり、非常に重要であるが現在は目

に見えない仕事、特にほとんどが女性によって行なわれる家事労働や手作りの

活動の価値を推定する勘定と定義できる。

ネパール、ドミニカ共和国、ヴェネズエラ、タンザニアおよびハンガリーと

いう５カ国のケーススタディからの予備的結果と、このテーマについての様々

な研究の推進による世界的な蓄積に基づいて、インストローは現在、国民勘定
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体系（SNA）【訳者注：日本では国民経済計算という訳が一般に与えられているが、

国民勘定体系の方が正確な訳語と考えるので、この訳語を用いる】から除外されて

いる一団の活動を確認した。次のようなそれらの活動のいくつか－１)世帯維持

活動、すなわち、食事の用意、家事労働、買物、修繕サービス、育児、高齢者

の世話、およびこれに関連する旅行、２)人的投資活動、すなわち、教育、技能

開発、およびこれに関連する旅行一は、提案されている「サテライト勘定」に

ふくめられるべきである。睡眠、食事、（手、顔、身体などの）洗い、そして

メディア、ゲーム、社会的イベント、スポーツ、散歩に関連する活動や関連す

る旅行といった個人の維持に費やされる時間が。同じように測定されるべきで

あるが、それらは提案されている「サテライト勘定」にはふくまれないことに

なろう。図ｌは、提案された活動分類を視覚的に描いている。

この提案された活動分類に従って、３つの大きな活動分野（ＳＮＡ、サテライ

ト勘定、その他）の各々で、両性が費やした推定時間を把握するために、いく

つかの予備的な試験が行なわれた。ネパールについての結果（表１）は、ＳＮＡ

と「サテライト勘定」における女性と男性が費やした時間には驚くべき違いが

あることを示している。男性は有償労働に女性のほとんど２倍の時間を費やし

ている一方で、非市場的な財の生産（個人的あるいは世帯の消費のための生産

と投資をふくむ）については逆になっている。非市場的な財の生産に関連する

活動は、専門的にはＳＮＡの生産境界の内にあることを認められた。しかしな

お、データの収集技法が不十分であり、価値評価法が不十分であることのため

に、多くが計算されないままである。申し分のない例はネパールの西部の丘陵

での人々によるミルクの生産である。さらに、ケーススタディでのネパールの

女性は、世帯維持に男性の２倍以上の時間を費やしている。同じ結果が他の国

の研究にあらわれている。

これらの研究の結果は、出版のために目下完成しつつある。それらは、ＳＮ

Ａを補足する手段として非市場的生産についての情報を収集し、価値評価する

ためのガイドラインを提供するはずである。１９８５年にルース・シバード(Ruth

Sivard)は、世帯における女性に記録されない活動は、もしそれが計算されるな

ら、世界の総生産に３分の１を加えるだろうと推定した。インストローの研究

は、これを開始に向けてのひとつの道である。
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表１インストローのネパールのケーススタディに基づく

主な時間利用推定（年当たり時間）

ネパール

の男性

ネパール

の女性

ネパール

の合計

支払い労働

非市場財生産

1５３７

５８７

２１２４

９７８

９２７

１９０５

1２５８

７５７

２０]５ＳＮＡ合計

世帯維持

個人的投資

サテライトでの合計

７５６

，/ａ

756

１９６８

，/ａ

ｌ９６８

ｌ３６２

ｒＶａ

ｌ３６２

個人的維持

個人的消費

旅行

その他合計

3220

1989

６７２

５８８１

3237

１１７９

４７５

４８９１

3229

1584

574

5386

年間総時間 8７６１ 8764 8763

－２４‐



図１インストロー

生活時間測定と無償労働の計画

１９９３年のＳＮＡに基づいた分類

ＳＮＡ活動

生産

ＳＮＡの財貨とサービス

動

サービス

非ＳＮＡ活動非ＳＮ
世帯部門世帯部門

－ビス

個人の維持

-睡眠

-食事

-洗濯，トイレ

ー自分の医療管理

-これに伴う旅行

世帯の維持

-食事の準備

-家事

・買い物

・修理サービス

･旅行関連

世話

-育児

-高齢者の世話

-その他

-これに伴う旅行

世帯の維持
市場向け部門

販売用の生産

(市場向けの生産物）

個人あるいは世帯の消

費のための生産と投資

（非市場向け生産物）

凹
凹

-市場向けに通常は意図

される財貨とサービ

スの生産

-政府のサービスのよう

なその他の財貨とサ

ービスの生産

-これに伴う旅行

-自己使用向けの第一次

生産物の生産

-自己使用向けの第一次

生産物のカロエ

ー自己使用向けの他の商

品の生産

-自己使用向けの固定資

産の生産（家内投資）

-これに伴う旅行

個人の休息

-メディア
ーゲーム

ー社交

-スポーツ

ー散歩

-行事参加

-これに伴う旅行

個人の開発

-教育

-技能開発

-これに伴う旅行

現在のＳＮＡ勘定

全ての財貨とＳＮＡのサービス

提案されたサテライ

ト勘定

非ＳＮＡサービス



2女性のI;iii'新しい価値燐ｉ６ (論説）インストロー・ニュース２１

こういうイメージは、数十年にわたってなじみの６のになっている。つまり、

女性や春旨い少女が狄や燃料/Ｗの木の重荷を運びなか゛ら田舎道を重い足放りで歩

いたり、肥やしを葉めたり、子洪や動物と一緒に〃/で淀繕したり、共同の井戸

から氷を汲み上げたり、家族の食科のために曇物を擁し'たりしているというイ

〆一ジである。この〆シセージははっきりしている。これらの女性はどてら貧

し〈働きすぎ､ていて、そのほとんどか無償だ．といクことである。

しかし、後女たちは写真の申では見えているのであるが、，意,恩於走者や、致

佇のエコノミストや鯨発詳画音には錐女たちは見えていないままである。もし

女性たちが労働力ではなくて、家で生産した物を売らなければ、錠女らは不生

産的とみなされる。国の織計では女性は数えられない。家族（そして全鉱とし

ての迂会ノが、実際まさに生存のための食料や水や建簾斧璽といぅ基礎的な必

需を用`意するために女性を窺っているという夢実は、鱒孫のあることとはみな

されないようである。

まるで〃か的であることを強講するように、爾発計画青はﾉ定ﾉ靭的に、女性の

鋒割を世界の天然資源、侍に水とエポルギーの第一の利/Ｗ青および斧理青であ

ると認めてきた。しかし、同俘に、役らは、経符や環簑のし'ずれかに汀する女

性の影響を認めたり、立証したり、ノ宕量化したりすることができないできた、

あるいはそれをいやがってきた。この影鐸が碑確に魂ﾉ壱されるまでは、ノ,万年

の第一回世界女牲会議で決議された目的、つまり關発の平等なパートナーとし

ての女性の参加は、完全には受け入れられも実血愈もされなし}だろブ。

インストローニュースのこの号では、統計的な障害を乗り越えようとする君

たちの努力の9f'での重要な発破口を述べることを寡びとしたい。インストロー

は、女性の無償労働に価遁を与える手段として、広く認められた統計的な手凄

っ美〃生活時廠データの仮婁を深濡した。

ときとして、国内的あるいは国際的な政策計画者は、ジエンダー開示的縁計

の欠如が国の国内総生産亨（GDPノの数遁をゆがめてきたた゛けでなく、交通、麓
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織、地方と都市の永の洪繕のような分野の青勃な計画の犀爾をあげてきたこと

にも合`意してきた。（〃えば子洪を育てたり、水を集めたり、科理したり、家

族が徒う食/w穀物を育てたり掌のノ伝緑的に不生産的と考えられてきた丘凄を

ふくめた一日のすべての仕夢のゆで、男性と女性と子洪が鐸やした埒聞を別々

に分杯することによって、より現実的で錦ﾉ芭的に重要な瀞しい淡元を錘拝分杯

や国内の生産孚牲の概念に加えることができる。

軟号の第２の部分では、この同じ簡題の待定の－面、つまり女性による菰資

源の脅理や、国内的および国際的計画のもっとも高いレベルへの女性拳勿の重

要性を駁り扱ク。ラテンアメソカで最近行われた２つのインストローの訓練セ

ミナーにかする評価は、女性が`意`恩決定過程のすべての段階に注ぐことできる

却識や茂能、またいかなる魂摸壽であれいかなるレベルであ’z氷に鱒するプロジ

ェクトの成功にとって女性がいかに深定的であるかを、専愛実証している。野

しし,教育と適切な茂能での訓練にアクセスできないことは、爾鐙計画への女性

の全面的な参加の王了要衣嶬害であり続けている。

ジェンダー開示的統計に対する必要性、絆に水に対する女性の誉理や溺発や

使厨の涜摸や影響についてのより多くのテ腰一夕の必要性は、両会議を適じての

プーマであった。おそらくこの,点で湯も重要なのは、ノ992年にﾉﾉｵで行われた

国迩環境開発会議（U7VCEDノ身笑に起きた貸源としての永の概念の変/Zﾌﾟがすべ

ての議論に反映したことであった。水はもはやすべての人に与えられるぼう大

な無料で洪綺されるものとしてではなく、女性をふくむその利用青からの需要

に対応して深全され、）研.港かつﾉﾌﾞられ、配分されるべき伍腫のある希少な淫鋳

商品として見るのである。

インストローにとって、その筏底にある茂肉は碑らかである。つ美ク、次か

らはや無料ではなし'なら、それは女性の侍筍６また無料ではないのである。こ

れは、私たちが笑年北京で行われる第ｑ回世界女性会議を見越すとき打ち立て

られるべき基盤である。
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３騏上して０時iil統計のｼﾞｪﾝﾀﾞｰｷﾞｬｯﾌﾟ蝿》５
インストロー・ニュース２１

多くの人は、女性の仕事は決して終わることがないという古い格言に賛成す

るだろう。しかし彼女たちの仕事は本当にとれだけの価値を持つのか。現在ま

でその答えは、統計的にはブラックホールに等しく、その概要や構成は推測さ

れはしたが、確認されてなかった。別の状況ではコンピュータから生まれる事

実や数字であふれる時代の中で、女性が行ったことの大きさや価値について利

用可能なデータがほとんどない。とりわけ開発途上国でそうである。女性は、

多くの国の統計的プロフィールにおいてはほとんど見えないのである。女性の

経済的貢献は、特に彼女たちが伝来の労働力の外にある場合には、男性や政府

だけでなく女性自身によっても評価されないか、過小に評価されるのがせいぜ

いである。女性が行っていることを質問すると、決して容易な仕事ではない育

児のために家にとどまっているもっとも教育があって洗練された女性でさえ、

「何もしてません、私はただの主婦です」とおそらく返事をするだろう。

世帯で行われる無償の生産は明らかに、測定され価値評価される必要がある。

これはほぼ２０年前の１９７５年にメキシコシティーで行われた第１回世界女性会

議で原則的に承認された。１０年後の１９８５年のナイロビの国連女性会議では、150

を越える国で採択した将来戦略が、特に女性による無償労働を国民勘定と統計

にふくめることを求めた。

インストローは、国連統計部（UNSTAT）といくつかの専門機関との緊密な

協力の下に行われた２年間のプロジェクトの中で、統計的な道具としてよく知

られている生活時間を修正し、それをいままで一度もまとめたことのないいく

つかの新しくて様々なタイプのデータを収集するために使った。これらのデー

タは全体として、無償でふつうは目に見えない女性の経済貢献を計算し価値評

価する改善された枠組みと方法論を提供している。インストローの研究である

『無償の貢献を測定し価値評価する：生活時間による計算」は、現在の生活時

間の最新の観察や女性による無償労働についての他の研究をふくみ、重要な工
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ンスロ_生活;‐間測定およ無【=労働のソェク

ｚした；ＳＮＡＬ出Ｆ：

世帯部門世帯部門ＳＮＡ活動Ａ活動

非ＳＮＡ活動非ＳＮＡ

非世帯部門

個人の維持

､睡眠

･食事

-洗濯，トイレ

ー自分の医療管理

-これに伴う旅行

非市場生産非市場生産 世帯の維持

-食事の準備

-家事

‐買い物

-修理サーピス

ー旅行関連

世話

-育児

-高齢者の世話

世帯の維持

-食事の準備

-家事

‐買い物

-修理サーピス

ー旅行関連

世話

-育児

-高齢者の世話

-その他

-これに伴う旅行

市場生産

以下による販ｦ橿用の財貨

とサービスの生産

-金融法人

-非金融法人～

-政府

・ＮＰＩＳＨＢ

非非金融法人

･自己使用の生産物

金融法人

己使用の生産物

政府とＮＰＩＳＨｓ＊

無料あるいは安価に供

給される財貨

政
無
給

府とＮＰＩＳＨｓ★

料あるいは安価に供

される財貨

い
、

個人の休息

-メディア

ーゲーム

ー社交

‐スポーツ

ー散歩

一行亭参加

-これに伴う旅行

-自己使用向けの第一次

生産物の生産と加工

‐自己使用向けの他の財

貨の生産

自己使用向けの固定資

産の生産

世帯による市場向け財

貨やサービスの生産

-ボランティア

Ｌ上のＳＮＡ ＳＮＡ

ＳＮＡ

*ＮＰＩＳＨｓとは非営利組織が世帯に奉仕すること。１９９３年ＳＮＡの表６１に基づく。



夫や、行動分類の方法の改善や、幅広く多様な経済や文化に直ちに対応できる

柔軟なデータ収集の方法を推奨している。

関係する背景の下での問題：不完全な数値

効果的な政策決定は、正確で包括的な統計に依存する。ある活動の実施につ

いて、その程度や頻度や場所や理由を知ることなしに、その活動を変更あるい

は改善したほうがよいか、あるいはどのように変更あるいは改善するのがよい

かを知ることは不可能である。例えば、公衆衛生の状態を評価する際に、医者

の数と病院のベット数を数えるだけでは不十分である。つまりその数字は、家

庭で病人や老人や若者に対して女性が提供する健康管理も反映すぺきである。

国内総生産（GDP）を決定する現在の国民勘定体系（SNA）は、有償あるいは

市場向きの商品やサービスに広く基づいている。この方法はそれがふくむもの

と同じ大きさのものを除外している。例えば、家族のための女性による調理は

市場向け活動とはみなされず、したがってふくまれない。しかし、もし女性が

調理をしないなら、調理済み食料品での事業は繁盛して非常に急速に発展する

だろう。先進諸国での加工食品産業の急成長はこれを証明している。市場向け

サービスと市場向けでないサービスの間の境界線は、ときとして不明瞭と言う

よりはあきらかに勝手なものである。

より広い規模においては、サハラ以南のアフリカでは、女性は家庭で消費す

る食料生産の８０％以上、またすべての農業生産物の半分以上について責任を負

っていると考えられている。しかし、アフリカのＧＤＰの数字は一般的には、そ

の大部分を男性が栽培し開発援助の焦点となる傾向をもつ穀物など市場に実際

に持ち込まれたり輸出される生産物だけを計上する。したがって、ゆがめられ

た数字は政策をもゆがめる傾向をもつ。技術的援助を女性に対して向け直すこ

とが、標準化された正確な統計に基づいて緊急に必要である。

1993年に、ＳＮＡは三度目の改訂を行い、市場を意図するかしないかにかかわ

らず、生産されたすべての商品と同時にすべての市場向けのサービスをふくめ

た。このいわゆる拡大ＳＮＡは、伝統的ではない経済活動を捉えた大きな改善で

目立っている。この変化の重要性を評価するには早すぎるけれども、明らかに、

例えば調理、修繕、掃除、アイロンかけ、育児、買い物等という無償かあるい
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は市場向けではないサービスは一一別な言い方をすれば決して行われていない

（とみなされてきた：訳者）女性の仕事の大部分一一計上されないままに残さ

れている。

無償活動に価値を与える上での主要な障害は、適切な方法論の欠如、特に現

在のＳＮＡに特有の男性的偏向を乗り越えるジェンダー明示的なデータの欠如で

あった。インフォーマル部門のパラメータ（例えばサブシステンス農業、路上

行商）を分析するのにＵＮＳTAT、国際労働機関（ILO)、国連開発計画（UNDP）

と共同で行ったインストローの初期の作業は、女性の活動の領域での深刻なデ

ータの空白を実証した。新しい世代の統計的道具には、統計家が比較可能な分

析と提示の共通のシステムを使いながら、非伝統的な経済データを正確に収集

できることが必要である。

新しい技術を設計する

ディオゲネスは「時間は男性が費やすことのできるもっとも価値ある物であ

る」と言ったといわれている。彼が今日生きていて、なお誠実さを探し求めて

いるなら、彼はきっと女性もふくめるだろう。インストローの研究は、女性の

時間の使い方を知ることが、無償ではあるがそれにもかかわらず生産的である

活動を測定し評価するための唯一の基礎であることを実証している。このよう

にして、体系的な生活時間調査は、無償で非市場的活動の正確な推計を提供す

るための、そしてそういった活動の１日、週、さらには季節ごとのパターンを、

他との関係つまり市場志向の活動との関係とともに実証するための、唯一の妥

当な統計的技術なのである。

１日がどう過ごされているか、仕事、遊び、食事や睡眠か、を詳細に測定す

る生活時間調査は、先進諸国では広く使われているが、開発途上国ではほんの

一握りである。要求される、より一般的な技術や、日記帳の配布や、特別に訓

練された調査員によるインタビューは、開発途上国、特に識字率が低い傾向に

ある遠隔の農村地域においては不適切であることがよくある。

しかし、基礎的なデータの必要性がもっとも大きいのは、正確にはこれらの

地域なのである。例えばネパールでは、拡大されたＳＮＡでさえその弱点がある

ことが明らかになる。つまり家計収入の３分の２以上が世帯レベルの企業つま
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りサブシステンス農業によって生み出されているのだが、１９９３年の数字は、基

本的に女性によって行われる収穫後のあるいは後の食品調理の多くを除外し、

小家屋の生産や他工業だけをＧＤＰにふくんでいる。さらに、改訂ＳＮＡは重要で

ないとみなす生産物を除いており、よく言っても基準はあいまいである。ネパ

ールでは、これは、ＧＤＰが世帯の消費のために－－繰り返しになるが主に女性

によって行われる－－多くの小さな穀物栽培を除外していることを意味する。

つまり、ネパールの統計は国のサプシステンス経済のまさに中心を見過ごして

いるのである。

挑戦課題は、この計上されない生産性とともに潜在的にははるかに大きい家

庭内サービスという貢献をジェンダー別に把握して、世帯の福祉と国民経済全

体の両方に対する女性の本当の影響力を反映させることである。基本的な生活

時間データは関連する様々な経済的および社会的過程についていくつかの理解

を提供することができる。しかし、この数の大きさひとつだけをみてもこれら

の数字が現在の統計とは別のものとされ、ＳＮＡの数字が圧倒されないようにそ

して一層歪められないようにすることが要求されよう。新しいデータをサテラ

イトの「非ＳＮＡ」勘定に分離することは、その存在を記録することを助け、さ

らに世帯経済の大きさや生産力を定義づけるだろう。このことは、他のＳＮＡ統

計と比較可能であるだけでなく、地理的地域、国民経済、社会的文化的伝統の

中の幅広い違いを包み込むに十分な柔軟性をもった形式を必要とする。したが

って、いかなる新しいシステムも、例えばこれまで無視されてきたものを捉え

るための再分類や再コーディングといった生産力の再定義を必要とするだろう。

以下は、女性についての新しいデータを収集するためのインストローの勧告

のうちのいくつかの要点である。これらのデータは、いくつかの先進諸国（例

えばカナダ、フィンランド、フランス、合衆国）やネパール、バングラディッ

シュ、タンザニア、ヴェネゼラ、ドミニカ共和国をふくむ主要な開発途上国で

行われた生活時間研究についての過去の調査や経験に基づいている。

分類の作成：非SNAサテライト勘定

どんな統計的分析でも最初のステップは、データをまとめたり使ったりする

すべての人にとって容易に理解できる体系の下で、測定されるべき構成部分を
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分類することである。資料を国内的および国際的レベルで容易に比較できるよ

うにする共通の形式もあるべきである。別の言い方をすれば、国富がアメリカ

ドルで述べられるのと同様に、経済あるいは社会のシステムの違いに関係なく

生産性の向上や生活水準の改善が共通の基準で測定されなければならないとい

うことである。

世帯の生産力の場合、従来の生産的、すなわち実際に市場を通さなくても市

場向けであるという意味の拡張にあたる活動は決して認められてこなかった。

市場と非市場の区別はしばしば不鮮明である。例えば、家の大きな修理一一こ

れは価値の点から定量化するとおそらく十分高価である－－は拡大ＳＮＡにふく

まれている。しかし、例えばペンキ塗り、壊れた器具の修理など多くの世帯に

とって共通する小さな修理は、もしそれを自分自身で行うなら、それらが明ら

かに多くの時間とエネルギーを消費し、確かに金を節約するけれども、含まれ

ない。これらの修理で使った時間の正確な計算によってだけ、男性と女性のど

ちららによって行われようが、このタイプの家庭内活動を捉えることができる。

以上のことや他の非市場活動を調整するために、インストローは非ＳＮＡサー

ビスすなわち無償サービスについての別の分類の体系を推奨する。これらは育

児、調理、家族の金銭管理などの他人に利益をもたらすすべてをふくむ。新し

いサテライト勘定は、本来取引可能な評価をもつ教育や技能訓練のような「個

人的開発」活動も、たとえそれが市場ではまったく使われなくとも、ふくむ。

食事や睡眠や休養のような他の個人的活動は（明らかに誰によってもあるいは

誰のためにも行われない）不生産的あるいは非取引的であるとみなされるので

あるが、インストローが提案する活動分類にリストされ反映される。それらは

個人的維持（例えば誰か他人にするのではない散髪）か個人的消費（例えば読

書、テレビ鑑賞）のどちらかに分類される。これらの個人的活動は実際の生産

力の計算からは除かれている一方で、それに費やされた時間は生活の質を評価

するための要素として測定されるべきである。

時間を理解する：相対的な意味

時間の使用は明らかに新しい体系の核にあるものだが、時間が実際に何であ

るかという適切で一貫した理解を得ることは《大きな挑戦課題であることがわ
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かつた。どんな国でも、国内では農村地域と都市地域の間で、また異なる社会

経済分類の間で、時間の使用には幅広い多様性がある。しかし、開発途上国で

は、識字率が追加的な、さらにより中枢的な問題となる。つまり非識字者が多

い孤立した農村地域では、時間は、天文学的あるいは数学的に秒、分、時間、

日、週に分けられるものではなく、自然に起因すると広くみなされている。腕

時計や置き時計やラジオは、多くの遠隔の地方では珍しいか存在しないかのど

ちらかの傾向にある。つまり、時間が日の出や日の入りや季節の移り変わり等

で測られるとこでは、記述する時間日記は使えない。与えられた期間内の特定

の時間に行ったすべての行動や、ある仕事を終えるのにどれだけ時間がかった

かを記録するよう女性に頼むことは、当然、不正確で深刻なゆがみをもたらす

だろう。

同じく多くの地域で適応するのがより難しくはないもう一つの通常の生活時

間の技術は、家族のメンバーに彼らの時間配分の仕方について主観的な評価を、

例えば「昨日のあなたのもっとも重要な活動はなんですか」と質問することで

ある。経験では、これは他の活動について費やした時間を省略してしまうこと

にしばしばつながることが示されている。例えば、女性は典型的に、容易に思

い出し報告できる食事や入浴のような小さな子供の肉体的な世話に一日の重要

な部分を費やしている。しかし、抱いたり、しつけしたり、ただ子供を見守る

などの他の形で子供とお互いに過ごした時間はたいてい見落とされる。これら

の働きは習慣的にあるいは無意識でさえ行われ、たいてい多くても秒とか分の

･間のとても短い時間である。幼児期の初期の成長に対するこれらの行動の価値

に疑問を持つ者はほとんどいないであろう。責任ある人の価値もまた認められ

るべきである。

同様に、燃料の収集や食事の準備に費やされた時間も正確に報告されていな

いかもしれない。材料の費用あるいは推定価値、食料の調理方法、調理用具や

器具、食事の人数、等についての情報を要求することで、食事準備の本当の価

値を評価することが可能となる。この技術は他の基本的な世帯活動にも適用で

きる。

しかし、このような日記は、その内容がどれだけわかりやすくても、その正

確性を保障しない。女性とその家族を直接的に観察することが、有益な検討や
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食事の準備日誌

次の３日間の間に，あなたが食事を準備し，あるいは飲み物を入手

したり作ったりするごとに，以下の情報を提供してください。

始めた時間

終わった時間

目的：

朝食

昼食

夕食

おやつ

弁当箱携帯軽食

貯蔵，将来に使用

特別な行事（例えば祭日の式典）

他人にあげるため

余暇

その他（具体的に書いてください）

何人のために作りましたか。

何を準備しましたか。

主要な材料は何でしたか。

材料の推定価値はどれくらいですか。

主な調理方法は何ですか。＿

どんな器具を使いましたか：

コメント
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補いを与える。しかし、これも、少なからずプライバシーの侵害という固有の

限界を持つ。統計家は、日々の生活のもっとも個人的な側面について報告する

ことを求められている。これと同じく重要なのは、その世帯内に外部の者がい

ることであり、当然、その調査される主体がこれを気にし過ぎる傾向にあるこ

とである。家族がもっとも良いところを見せたいと思うことによる不正確性は、

むしろ無作為あるいはスポット抽出法の固有の危険性である。

他の難しさもある。家の中での観察は、家族メンバーによる家を離れた散ら

ばった場所やより広い社会でのボランティアとしての重要な無償活動を除いて

しまうかもしれない。観察は典型的には昼間に行われるので、食料のための狩

りや儀式への参加が夜遅くに行われ中では、例えば家事や園芸は過剰に報告さ

れるかもしれない。葬式のような昼間の中断によって、重要な仕事を日がすっ

かり暮れるまで延ばしてしまうかもしれない－－例えば地方の家内産業のため

に家でやる請け負い仕事がそうである。

これらの問題にもかかわらず、生活時間データの収集は、これまで隠れてい

た活動を捉える唯一の確かな方法であり続けている。それは、農村の文化には

なじみのない数学的な時間概念に対する必要な代替案を提供する助けになるこ

とができる。柔軟性一一そして多くの実験一一は、意味ある比較可能な分析を

可能にするために、情報を一貫した信頼のあるものにするために必要だろう。

一般的な方法論のガイドラインの開発、すなわち従来の統計理論と実地観察の

組み合わせが次の段階に必要である。

同時行動：一日に30時間？

実際には誰の行動も、独立していたり、他のすべてを除いた厳密な連続の中

にあるわけでない。仕事とそれに費やされた時間は重なる傾向がある。例えば、

典型的な事務所の状況では、電話での会話はおそらく電話と無関係なことにつ

いてノートを取ることや卓上の何かを探すことが同時に行われるかもしれない。

同時活動は世帯の環境では特に育児に関わるとき、さらによりひんぱんに起こ

る。すでにふれたことであるが、調理であろうが友人を訪ねに旅行しようが、

母親のすることで育児に関わるいくつかの他の活動が同時でないことはめった

にない。これらの同じ重なる活動は、例えば母親が彼女のそばに子供をおき、
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換金作物を栽培するというように、区分線もこえてしまう。

これらの活動の相対的な価値の判定の問題は、二つの部分を持つ。これらの

活動の相対的な価値を相互間で評価すること（例えば重要性という点で第一と

第二）と、両方に費やされた時間の合計を正確に計算することである。例えば

ある研究では、ある日の時間の合計が女性で３０時間、男性で２７時間になった。

この活動を評価することは本来、非常に主観的な過程である。交通は関連する

いくつかの難しさについての良い例である。もし子供とともに旅行しているな

ら、重要なのはどちらだろうか、旅行そのものなのか育児なのか。あるいはも

し－人で旅行をしていて途中で読書するなら、重要なのはどちらか、旅行なの

か読書なのか。明らかに、大きくは旅行の目的と他の活動に費やした合計時間

に依存するだろう。継続がより長い旅行の方を第一と考え、それに対応してウ

エイト付けされるべきであるどいう論理がある。しかし統計家は不可避的に女

性自身の主観的な評価に頼ることを強いられるだろう。この問題は、例えば食

事と読書が同時におこなわれるときに、どちらを優先するかというあまりはっ

きりしない判断に対してより困難になった。

生活時間データの収集はこれらの活動や他の同時活動を明らかにし記録する

唯一の方法である。慎重な実地調査は、これらの相対的な重要性の計算という

問題を解決するのに役立つはずである。

新しい勘定システム：柔軟性が第一

これらおよび他の統計上の障害を認識したことに促されて、インストローは

100世帯の男性と女性と子供が行ったすべての生産的活動を捉えるために設計

された包括的な研究の－部として、国連人口基金（UNFPA）と協力してドミニ

カ共和国で試験調査を行った。都市と伝統的地方的環境の両方の設定とともに

農工業的砂糖プランテーションから、すべての所得レベルでの社会の断面を代

表させるために五つの違う地域が選ばれた。

この調査は、伝統的な時間日記を使い直接観察と対面聞き取り調査中に、思

い出した行動のリストアップの組み合わせを使って完成された。農村地域では、

直接観察は、家族への干渉を最小にするために、一日４時間を限度とした。そ

れぞれの技術によって他人から提供された情報の正確性と質が検討された。例
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えば、家族の起床時間を判定するために、観察者は日の出のかなり前の午前６

時か６時３０分に到着するのであった。これは、その日の残り時間に対するその

世帯の時間概念についての情報に対する基本線を与えた。

しかし、都市地域では、おそらくより狭い住居や家以外での活動が多いため

に、直接観察はほとんど不可能なようである。しかし、腕時計や置き時計はこ

こではより一般的であり、日記と一日の終わりの行動を思い出してもらう聞き

取り調査は、９０％以上の回答を得た。これは、カナダや他の都市地域から得ら

れるデータに一貫している。

この調査からの意味は明らかである。つまり、生活時間データはこれまで捉

えられていなかった多くの活動を実際に捉えるし、もっとも正確な技術とは、

与えられた地方性や国の具体的な特徴に適応させたものである。従来にない統

計を従来の経済価値のシステムに当てはめようとするには、柔軟性が形式と同

じく重要である。

価値の設定

ジェンダー明示的データの収集の最終的な目的は、集計がどうであろうと、

経済的ないしは貨幣的価値を、女性が支配的な傾向にある非市場の生産力に与

えることである。現在の政府統計とＳＮＡは－般にこれらの活動を無視している。

というのも、それらが見えないか、それらに与えられる経済的価値のいずれも

が世帯のすべての生産の市場価値の中にふくまれてしまうからである。さらに、

無償労働の価値の多くは、特にサービスに関するときには重要とみなされず、

SNAの計算外におかれている。

インストローの新しい研究は、生活時間研究だけが非市場活動の本当の大き

さ－－そして経済的重要性一一を実証することができると論じている。サテラ

イト勘定体系の設定は、市場志向のＳＮＡと比較可能だが区別される仕方でそれ

らの量や価値を推定するために必要である。本質的には、これは関係する労働

の市場価値を推定することを意味する。このことは、逆に費やされた時間を注

意深く測定することを意味する。

もっとも簡単な形でいうと、これは世帯の生産（調理、子供やその他の人の

世話などの質や数）を推定すること、それに市場価値（同じ商品あるいはサー
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ビスが部外者から提供されたときの支払い額はいくらか）を与えること、世帯

労働による付加価値を計算するために関連するすべての費用を差し引くこと、

最後に家族メンバーにこの付加価値を配分すること、を必要とする。

非市場的生産を評価するときに使う方法の中で、例えば女性が毎日育児に費

やす時間につくったり売ったりできる衣類の数を判定する方法など、工夫が可

能な範囲は広い。生活時間研究は費やした時間の合計を示し、仮説的な衣類の

市場価格は、その時間の価値と等しいだろう。したがって結局、生活時間デー

タは地域経済や国民経済の大きさや強さをより現実的に測定するための基盤と

なる。

将来には：開発の再定義

この統計的打開策の影響ははかりしれない。とりわけ、それは何が本質的に

はまさに個人的なものかを公共的な目的のために正確に計算準備することを助

けることができる。公共的な目的は決定的である。国内的あるいは国際的な開

発政策は生産性の上昇に向けられているが、生産性上昇は必ずしも生活水準の

上昇や改善を反映するわけではない。

さらに、アジェンダ２１は特に、その持続可能で平等な開発に向けた女性の世

界規模の行動の中で、国、地方政府、使用主、その他の関連する組織に対して

以下の提案をふくんでいる。つまり、「より多くの余裕のある保育園や幼稚園

の設立によって、家の中と外で女性と女児の重い負担の軽減を促進する計画を

開発し、女性との協議の下に、設計、開発、改善されてきた環境的に健全な技

術、アクセス可能できれいな水、効率的な燃料供給、適切な衛生設備の提供を

促進すること」である。

ネパールその他での予備的な生活時間研究は、ＧＤＰが上昇する一方で生活水

準は実際にはその過程で悪化するかもしれないことを示している。例えば農業

生産物の商業化が増加する結果として、世帯メンバーは、より長い時間働き、

遠くまででかけて、ときにはつまらない活動や消費財に多くの時間を費やし、

もしかすると食べるのを少なくしてますます多くの家内生産物を市場に送り出

す傾向にある。この場合、経済発展は一つの幻想である。
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ネパールの農村における時間配分
インストロー活動分類

延時間
(千時間）

１
０
９
８
７
６
５
４
３
２

１
１

0

SNA非SNA個人的消

費

■女性

個人的維

持

□男性

旅行

出所:多目的家計調査(1988)，ネパールより

生活時間データの導入や国民勘定のサテライト体系の成立は、経済的な幻想

を一掃し、経済一般のそして特に世帯生産の本当の規模と価値を明確するだろ

う。おそらくもっとも重要なことは、女性が計りしれないほどより長い時間働

いている事実に始まって、重荷を女性が不釣り合いに担っていることを示すこ

とである。例えばネパールの生活時間データは、有償労働時間において女性が

男性とほぼ対等であるだけでなく、非市場活動では女性が２対１で男性より多

く働いていることを示している。

他に得られる社会的、経済的情報も、将来の開発政策に重要な影響を及ぼす

だろう。数字は、明らかと思われてきたこと、すなわち生活時間パターンの変

化は国の経済の構造的変化とともに起こることを実証するはずである。調査は

SNAと非ＳＮＡとの活動では時間配分の割合が逆であることを示している。つま

り、より多くの時間を家の外の市場志向活動に費やすとき、より少ない時間し

か世帯の活動に使えなくなり、またその逆もしかりである。男性が工業的な仕
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事や換金作物の栽培により多くの時間を費やすときに、女性は家族の世話だけ

でなく家族が食べる作物の世話のためにより多くの時間を費やさなければなら

ない。さらに、かつて果物や野菜のような副次的な作物を商品化していた地域

では、その主要な生産者である女性は、育児や他の世帯の雑用を犠牲にしてこ

の活動に多くの時間を投入している。余暇時間はほとんど存在しなくなってい

る。

構造的変化のもっとも明らかな間接的影響は識字率にある。男性の識字率は

上昇しているが、女性と少女の識字率は、彼女たちが増加する女性の仕事負担

を手伝うために、早い年齢で学校から連れ出されてしまうため、低下傾向にあ

る。ネパールでは、男性の過半数である５４％が現在識字者であるが、その一方

で女性と若い少女の７５％は非識字者のままである。さらに要点に入ると、６歳

から９歳の少女のほぼ半数である４３％が学校に通っていないが、同年齢の少年

のその割合は、１４％と非常によい。より包括的な生活時間データは、政府の計

画者がこのバランスを回復させることを可能にするはずである。例えば、学校

の時間割は様々な地理的地域の労働パターンに合うように調整されうるだろう。

同じアプローチは、生活時間データが市場やサービスへの移動性やアクセス

の欠如を示しているところでは、交通を改善するために使われるかもしれない。

保健上の必要も、病気で失った時間をより正確に測定することによって、より

よく評価できる。

可能性は明らかに無限である。インストローの研究は、はじまったばかりの

ものであり、避けては通れない試行錯誤の過程にある枠組みである。様々な生

活時間調査の技術は、テストや工夫そして可能なところまでの標準化を必要と

するだろう。データを測定し評価するための統計的に適切な方策を見つけるに

は、地方と国の状況を精巧に混合し調和させることが要求されるだろう。しか

し、結局はこれまで見えなかった女性の経済的貢献は見えるようになるだろう。

そしてそれは受け入れられ、評価され、国と世界の経済の中に統合されていく

だろう。メキシコシティーでほぼ２０年前に明確にされた長期の目的は、手の届

くところにあるだろう。
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タンザニアのSNAに関連する時間配分

世帯維持

男性
４％

収入労働

女性
７％

個人的余暇

女性

３８％

男性
６２％

男性
９３％

女性
９６％

個人的維持非市増向け商品

女性
3％

性
硴
男
４

女性
５４％

男
77％

出所:タンザニア統叶局(1992)より

マーガレット・シールド（MargaretShield8），所長（1991年７月から１９９４年

３月）がインストローと生活時間研究の影響を考える

インストローか発露する聞仁がり上げられてきた大きな/Z握厚の一つはｊ茜iカな続

詳の計L画亨であったし，またこのＪＦｦｆ１５７のﾌﾟﾘ虐業の一つの主zｶﾋﾞ『となる基盤をﾉﾘ彦方隊したの

がこの計画であった。私たちは女-ｔj躯b鶏:のための建全な基礎をＪＲ瀝させる上で国

を援助するために息巴ﾗﾁされたジェンダー綴)計につし'ての訓練計画をj鯖がる一方てﾏ，

他の調蒼Fをさらに進めた。その主要力､亨>L画ﾉﾋ〕ｂ無衡f労働をJjWl定し評)ｌｉＵｒするためのﾎﾞﾋﾞｧ

ｰされた方H甚識を１開発しテストすることであった。これは長年にわたって要求さ

れてきた訂し煙7である。これは他の多くの磯βWとのJ協力で遂行されてきており，これ

";完成;したとき，とz､四t'5Fに６１６１ﾀﾞわる多くのﾉｸﾘｹﾞﾂ２F悶題/と新しい光を鋒ﾉﾌﾞ;かけるであ

るク。より重要なことはこれか女性がする仕事にjbf式ろ具ﾉｳtﾉｳｳな証拠伯家Zﾂﾋﾞお

よび；国民経涛に対する女性の貢献の,評)〃を鐙群することであるブ。つまり，これは

女性の生活の現実を毒J6Fに入れたしっかりした計画仏のためのｊＷ〃しれない貴重

な道具を捻洪するはずである。
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４ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの最近-統計 インストロー・ニュース２３

時間利用のフォローアップ

無酬労働の価値評価に関するインストローの追跡研究が、ネパール、カナダ、

フィンランドで順調に進行中である。この研究は提案された時間利用の方法論

と評価技法の実際的適用をテストするためのもので、結果の予備的分析が年の

終わりにでるものとされている。さらに、インストローの報告に含まれている

５カ国研究の成功の結果として、より包括的な全国的時間利用調査が、ドミニ

カ共和国でおこなわれている。この新しい研究は、個別の行動の季節的変動を

考慮することを意図しており、これもまた、１９９５年の終わりにむけて完成する

予定でいる。

新しい訓練資料

インストローは、国連統計部および他の国連機関と協力して、利用者と生産

者の間の会話をつくりだして、参加者がジェンダー問題に敏感になり、最終的

には、ジェンダーに基礎をおく統計や指標を確認するのをたすけることを特に

意図した資料パッケージを開発した。例えば、現実的な経済的および社会的目

的を設定するためには、政策立案者は、結果に影響するあらゆる要因を性別に

区分しながらふくむしっかりした統計的モデルを必要とする。例えば、人口増

大率の目標は、健康指標、平均結婚年齢、避妊の使用の普及他に基づくべきで

ある。同じように、経済成長目標は、例えば、無酬の農村の女性や、彼女たち

が作り出す食品（家禽、野菜）をふくめてすべての生産者やすべての生産物を

いれるべきである。

インストローは、それらの資料を一連の地域セミナーで使用した。最近では

北京女性会議に向けての国別報告の作成において諸政.府を援助するのにあわせ

られた。一連のセミナー前ワークショップの練習がすべての参加者に割り当て

られて、すでに存在するデータ、データに固有のバイアス、どの補助的データ

が有効なのか、北京のアジェンダの主要な政策問題と統計をむすびつける方法、
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についての認識を高めた。おそらくより重要なことは、練習の狙いが、統計の

利用者と生産者の間にあるコミュニケーションの欠如一すなわち、利用者がそ

のデータを必要とするのかについて描写する方法、生産者は既存のデータのよ

り有効な使い方の説明する方法一について理解の深まりにあることである。

地域セミナーでの経験に基づいて、インストローは新しい訓練パッケージを

開発しつつある。これは、方法的ガイドラインのみならず、統計の利用者、政

策立案者に向けての貴重な「手渡しの」試験もふくんでいる。完成直前の第一

の資料は、人口に焦点をおいたものである。

GDPと世帯維持へのジェンダー貢献

サテライト勘定(1991)'ネパール

正規のＧＤＰ 追加的な非市場向け

生産物
世帯維持

男性女性

鯛順④輿。
７３％

7％

辮①識
性

93％

'労働力データが1991年であるため,1990/91年
のGDPを使った。
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５女性o移民-影響を１Ｍ定す５ インストローニュース２３

より劇的な物語が見出しになる。すなわち、殺人で外国の家庭内労働者が処

刑、おそらく不当に。都市の搾取的な工場で若い移民が火事で死亡。他には、

あくどい募集にだまされるか強制されて売春へ。村全体が残酷な内戦で避難を

余儀なくされる、などである。これまでの移民は、北アメリカの西部を横切る

幌馬車の話のように、伝説の材料になることさえできる。しかし、ほとんどの

移民個人は、わずかしか、あるいは全く注意をひきつけない。

移民は、どこであれ暮らしあるいは安全を求めて、個人あるいは集団で家を

去る人々の動きとして定義される。この移民は、人類史を通じて、生活上の現

実であった。その影響は大きいことがあるし、しばしば有益なこともある。貧

民、失業者、解雇者にとっては新しい職を見つけ、新しい熟練を学ぶ機会にな

ることもある。移民が送る金は、残してきた人々の福利にとって非常に重要な

こともある。それはまた、地域の労働力に対して新しいエネルギーや、ときに

は必要な熟練を持ち込むこともある。

特に出発地に生産的労働者がいなくなるというマイナスだけでなく、否定的

な影響もある。これは特に貧困な農村に損害を与える。すなわち、残された人

口は、大部分が高齢者、女性、あるいはその両方になりがちであり、孤立して、

生存限界を上回る生計をかろうじてたてることすらできないことになる。到達

地では、あき場所、仕事、そしてしばしば不十分な社会的サービスを求めての

競争で社会的ストレスを生み出し、これが悪化すると差別や暴力をもたらす。

政策立案者が移民問題を緊急性が増しつつある問題であると語らせるのは、こ

れらの圧力によるところが大きい。

統計的ジェンダーギャップ
０

多数の女性が毎年移民しているにもかかわらず、今日までの論議}ま男性移民

をめぐっているか、よくてジェンダー中立的である。新しい経済的および人口

的統計が、人口の動きの大きさを明らかにするときでさえ、女性についての具
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体的データはまれであるか存在しないかである。ごく稀な場合にだけ、政府の

数字は女性の真の状況を反映する。例えば、多くの場合に、女性の移民は、「扶

養家族」に区分される。そうでない場合においてもである。

女性の移民の基礎にある経済的・社会的現実は、きまりきって無視されるか

軽視される。このことは、特に自らの決断で家を出て、その状況が特に不安定

になるかもしれない女性に関して言えることである。すべての移民が直面する

経済的な挑戦に対応することに加えて、女性は身体的、精神的な虐待を受けや

すいし、しばしば、適切な保護あるいはサービスなしに社会の暗い陰に対抗す

ることを余儀なくされる。

女性移民の大きさ、理由や影響についての詳細な事実や数字なしに、政府職

員が保護あるいは是正処置をとったり、そういった行動のための現実的な目標

を設定することは不可能である。センサスや世帯調査、労働許可その他に幾つ

かの原統計は存在するが、それらの数字のほとんどはジェンダーを特定してお

らず、あるとしても移民についての伝統的な－ときには誤った－想定を反映す

る傾向がある。

「女性の移民」（TheMigrationofWomen)という最近の報告書の中で、インス

トローは、現行の移民統計を歪めている誤った仮定の幾つかを認定し、将来方

法論的に変更すべき分野を指摘しようとした。以下の簡単な要約は、国内移民

に関するデータに焦点をあてている。国内移民は国際移民の１０倍と推定されて

いる。しかし、その実質の多くと勧告の多くは、国際移民にもあてはまる。

基礎における欠点

センサスや登録リストのようなデータは、ジェンダーを特定しているときで

さえ、制約を持ち、誤解を与えるものである。例えば、出生時とセンサスの間

に記録された住民の変化は、いつ、そしてより重要なことであるが、何故、移

民が生じたかを示さない。それは結婚から自然的災害にいたるどんな理由でも

ありうる。この数字は教育あるいは就業のための中間的な短期間の動きをも示

さない。

さらに、大部分の表は、リト|あるいは県といった主要な政治的あるいは行政的

境界を越える移動を計るだけである。実際にはほとんどの移民はそれらの境界
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内部の、より短い距離の中で生じている。例えば、１９７０年のタイのセンサスは、

県境を越えての人口の移動のは１０％以下であり、地域の境界を越えるのはわず

かに多い１３％であるのに対して、地方間での数字は、３４．３％に及ぶ。これらの

具体的数字は、性で区分されていない。しかし、他の研究はそれらの短距離移

民の過半が女性であり、統計では見えないか大きく過少推計されていることを

しめしている。

もうひとつの問題は、統計家が、通常は経済的動機によると想定される農村

と都市の間の移民に集中する傾向である。しかし、多くの場合に、特に開発途

上国では、男性であれ女性であれ〈農村と都市の間の移民は支配的なタイプで

はない。たとえば、エジプトでは１９７０年に農村と都市間の移動は、男性移民の２８

％、女性移民の２４％にすぎなかった。インドの数字はさらに驚くべきもので、

移民のうち男性の２８％、女性の１２％が農村から都市へのものであった。圧倒

的多数は、小さな農村社会からもうひとつの農村社会へ移動した。このように、

農村と都市間の移動に基礎を置いた統計は、国全体の移民の像の特徴を必ずし

も反映はしない。さらに、ジェンダーによる表示は実際には像をさらに歪める。

すなわち、通常そうであるように、女性が非経済的な移民である被扶養者と想

定されていると、女性は大きく過小計上されるからである。

組み込まれるジェンダー・バイアス

ジェンダー・バイアスは現在の人口論的方法に内在するものである。それは、

原材料の統計の収集からはじまる。すなわち、調査者と回答者はともに自分の

バイアスを反映しやすい。たとえば、もし開発途上国においてほとんどがそう

であるように、調査員が男性なら、彼はおそらく、世帯主は男性であり、彼ら

が他の世帯員を正確に代表すると想定して、成人男性に面接するだろう。この

想定は明らかに必ずしも事実ではない。

移民のデータを収集するときに、調査員はまた、経済的移民、あるいは「働

いている」移民に焦点をあてがちであり、これによって女性を二重に過小計上

するのである。調査員は女性たちのインフォーマル・セクターや無酬労働を見

過ごしたり、過小計上するだけでなく、女性たちは受け身的で、男性労働者に

「結びつけられた」被扶養者であると想定するだろう。再度、これもまた事実
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ではない。そして女性移民の真の特徴はひどく歪められるかもしれない。

回答者も等しくバイアスを持っている的でないことがある。たとえば、男性

世帯主は状況を過小報告したり代表していなかったりすることがある。たとえ

ば、女性が家庭の外で働くことに顔をしかめる社会では、父親は娘が家をでて

仕事を求めていることを認めたがらないだろう。さらに、母親あるいは姉妹は、

女性の家族員がどのあたりにおり、あるいは移動しているかについて父親や兄

弟よりも知っている可能性が高いのだが、女性が質問されることは希である。

この探索の他端には、使用主が、その家庭の使用人を住人としてリストするこ

とを拒絶するかもしれず、彼女は統計的にとりあげられなくなる。

女性もまた面接されると、通常その家族を最大限明るく描こうとする。彼女

たちは、社会的に受け入れがたく、不適当と考えられる行動はめったに報告し

ない。たとえば、エクアドルでの農村と都市との間の移民についての調査では、

農村社会を去る移民の中に、女性は驚くべきほどわずかしかリストされていな

い。さらに、家族はリストされた女性のうちの２９％しか、家を出る前に働いて

いなかったと報告している。家族的制約を免れた移民自身からの回答によれば、

それ以前の就業率は１０％高かった。これがより正確な数字であることはほぼ確

力､だろう。

原因と影響を把握する

女性が家を出る理由を知ることは、何人が出たかを知ることと同じように重

要である。たとえば、家族関係は移民になることを決定する際の常に重要な要

因である。女性がその一生のどの段階一子供のとき、独身の成人のとき、妻の

とき、寡婦のとき－に移動するかを知ることもまた重要である。

他の変数は、婚姻上の地位、年令、子供の依存度の状況である。女性は、子

供の世話について他人によってであれ本人によってであれ、十分に確信できる

なら、より多数が移民する可能性がある。もし彼女が子供たちの唯一の扶養者

なら、経済的考慮が最大のことになり、トレードオフが必要になる。すなわち、

家に滞在することと、都市における不確かであるがもっと収入を得る機会を選

択することのいずれによって暮らしむきがよくなるのか？この選択は厳しい

ものである。たとえば、アフリカでは、女性はどこであれ正規の支払いのある
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就業をうることはわずかであり、家を出ると、土地あるいは他の資産に対する

既に希薄な権利を失う可能性がある。アフリカの移民の大多数は男性である。

アジアやアフリカですでに広がっている結婚のための移民は、統計的には全

く見ることはできない。嫁が新しい家庭へと旅する距離は、代表的には近くの

共同体に向けてであるが、現在の基準の下でとりあげるには近すぎるのである。

結婚による移民の動機は経済的（ダウリーあるいは嫁の価格、あるいは単純に

「良い」結婚のための機会）あるいは社会的（たとえば、女性はその共同体の

外部で結婚するという伝統的要求）によることがある。結婚移民とジエンダー

の平等および自律への影響についての統計調査は、今までは少なくとも大きく

無視されてきた。

事実、経済的および社会的地位におけるジェンダー差は、移民における重要

な要因であろう。より大きな個人的平等あるいは自律性に向けての機会を知る

ことは、特に単身女性にとっては、経済的改善にむけての欲求として重要であ

る。関係する要因は異なる地域や文化によって大きく違う。たとえば、女性が

より自由に移動できるようにみえるラテンアメリカでは、女性はまた都市の中

心でのマシスモ(machismo)の否定的影響を経験する可能性が大きい。この場合、

よりよい経済的機会とより大きな個人的自律はジェンダー差別より大きいよう

にみえる。他方で、アンデスの土着のより貧しい女性は、より大きなジェンダ

ー平等を持つ傾向があり、移民は以前から少ない。

最後に、移民が他の目的地ではなくある目的地を選ぶ理由は何か？新しい

社会での家族あるいは友だちの存在か？教育の機会か？よりよい環境、例

えば、よりきれいな空気と水か？これらと他のありうる要因の統計的分析は

将来の政策形成にとって中枢的であろう。

移民問題の他の半分は、家を去った女性とともに残った女性に対する究極の

影響である。考えるべき重要な要因のいくつかとしては、女性たちが独立して

移動したか？移民になることによって男性との対比でどんな利益を受けたか、

低所得、低地位の職に限られているかどうか、時がたつにつれてよりよい経済

的機会が生じているかどうか、である。また、彼女たちの家族―その移民につ

いていった者と残された者の両方、に対する直接的な影響がある。
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勧告

女性の移民についてのインストローの報告書は、移民統計における歪曲や欠

陥を認定するうえで、新たな基礎を切り開いている。それはまた、青写真を用

意して、方法論的変更と改善に向けた一連の勧告の中でそれらを克服しようと

している。それら示唆のうちには次のものがある。

･州あるいは県レベル以下のより小さな地理的領域をもふくむようにデータの

収集を拡大する。性による違いとむすびついて、これは、政策立案者により

完全な情報を提供し、短距離の移民、とくに女性についての過小計上の克服

を助けるだろう。

･特別な調査を行い、男性と女性の経験を比較しながら動機と影響とを確認す

る。これは、移民のパターンと出生率と婚姻上の地位、および社会の全体的

安定との間の関係とともに、‐移民の過程、移民の経済的、社会的福利に対す

る影響についての理解を拡げるであろう。

･臨時的で短期の移民についてのジェンダーにそくしたデータを収集する。こ

れは、家事サービス、教師あるいは看護の長期ではあるが通常は臨時的な仕

事とともに、教育を受けるためや季節的あるいはパートタイムの就業のため

に移民する人々をふくむことになろう。

．「ジェンダーブラインド」な調査、とくに面接者に男性世帯主に向けてでは

なく、すべての家族あるいは世帯メンバーを等しく回答者としてふくむよう

企画された調査、をはじめる。

･移民についての広い人口論的、経済的、社会環境的およびその他の規定要因

についての性区分をもつデータを収集する。これらは、政府の政策による変

更や改善に最もしたがいやすい要因である。個人、世帯、社会レベルでの情

報を結合すると、財産権、世帯の財務に対する管理の程度、その他に関する

農村の慣習といった女性移民になりうる者にとって重要な他の要因をまた示

すことができる。

・移民になった者と家に残った者とについてのデータを収集するために適切な

比較集団を利用する。これは、引き出された結論が妥当であることを保証す

るだろう。例えば、両グループの回答者は同じ年令、教育そして婚姻上の地

位にあり、比較可能な社会的および家族的バックグラウンドを持つべきであ
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る。

現在の調査ではほとんど見過ごされてきた結婚移民はとくに重要である。例

えば、何故ある女性は結婚のために移民になり、他の女性はそうではないの

か、そして比較可能な地位に対する社会的、経済的、法的影響は何か？再

度、データは適切な比較、たとえば、同じ村あるいは社会における同じ年令

の独身の少女の間での比較に基づいて収集されるべきである。

同じタイプの比較集団が、経済的に成功したか失敗したかという点、また男

性に比較して女性についてだけでなく、その家族や社会への影響という点か

らも、移民の影響を判定するために使用されるべきである。データは、移民

と非移民の両方について、出発時点のそれぞれの状況とそのとき以後の経済

的あるいは婚姻上の位置における変化について思い起こした情報をふくむべ

きである。理想的には５ないし10年以上たたない、より最近の移民であれば

あるほど、情報はより正確になろう。適切なところでは、第一世代の移民と

その娘たちの経験とを比較することも有効であろう。

移民の動機と結果の両方を理解することが、その影響（例えば、経済的、

社会的、心理的な混乱とストレス）をやわらげるために不可欠である。女性

の移民を測定する点での明らかな空白の他に、不正確に集められるか、不

十分に定義されたデータもまた実際の現実を歪め、隠すことさえある。

人口学者は、それらの問題についてのより大きな自覚と理解と、既に存在

するデータをよりよく配布し利用することが、より効果的な経済的および社

会的計画に向けての基礎を、政府に提供できると考えている。事実上、これ

が循環を完全にするだろう。よりすぐれた計画化が社会における女性の地位

に影響し、最終的には家を出るか残るかについての意思決定に影響するだろ

フ。
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６ｼﾞｪﾝﾀﾞｰlMi計-女性|姓産|とﾋﾞれflﾅ貢献している力】
インストロー・ニュース24-25

主執筆者：コラゾン・ナルバエツ

無償（アンペイド）の生産を測定し価値評価するための標準的な方法やテク

ニソクが無いにもかかわらず、最近行なわれた国別研究からひきだされた指標

は本当に印象的である。それらは、経済における女性の実質的で意義のある労

働や行為を確認している。最近のインストローの研究は、ネパールの経済的生

産総額のうちの４００万ドルは計上されず、この額のうちの８４％にあたる無酬の

労働時間は女性が行なっている。カナダとかフインランドような経済的により

発展した諸国では、「見えない生産物」の６０％は、女性の貢献によっている。

入手できたデータに基づく推定値は、劇的な総額を示した。「1995年人間開発

報告』は、「地球全体の生産物１６兆ドルは見えず、そのうち１１兆ドルは女性が

生産している」と結論している。この統計的歪みの影響は、ジェンダーの偏り

よりもはるかに大きい。それは、経済的および社会的計画の実際にはあらゆる

側面についての基本的政策の意思決定の妥当性に影響を与えることがある。

ジェンダー統計と指標計画の発展(1984～１９９６年）

1984年

女性についての既存のデータの改善された利用のためのガイドラインの開

発、データの収集、処理および分析の現在のシステムに適用される概念や

方法の改善

1985年

データの生産者と利用者のための、女性と男性についてのデータを改善す

る訓練プログラムの開発と実施

1986-1987年

既存データを通じるインフォーマル・セクターへの女性の参加と貢献の理

解

'988-1989年
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インフォーマル・セクターにおける女性についての統計データの編集と分

析における方法的アプローチの企画

]990-1991年

高齢女性についての既存のデータの評価と分析

1992年

女性による有償および無酬の貢献についての測定と価値評価におけるデー

タの空白を無くすること

１９９３年

研究と政策のための女性移民についての既存データの評価と分析

1994年

政策企画、プログラムの計画、実施と監視におけるジェンダーにそくした

統計と指標の実際的適用に関する新しい訓練資料と方法の開発

'995-1996年

女性と男性による、世帯生産の測定、価値評価と（サテライト勘定を通じる

）経済的指標への統合の概念的、方法論的フレームワークの樹立

その範囲は、広く運輸から栄養サービスにわたる。

基本的データの包括的で正確な収集は、むしろますます緊急になり、問題が

なお残る。どの方法が、経済、家族、社会に対する女性の貢献を十分に考慮に

入れるために適切か？見えない生産を構成するものは何か？どのようにす

ると一国の経済指標においてそれらを適切に価値評価し反映できるか？政策

的意味は何か？これらの指標は、研究および訓練の課題への挑戦になる。イ

ンストローが行なってきたことの多く、特に過去５年間のそれは、この課題の

複雑さを強調している。これらの分野においてインストローが１９８４年以来幾つ

かの国際機関と協力して成し遂げた概念的および方法的前進のいくつかは、国

の富に対する女性の経済的貢献についてのより包括的な理解に向けての第一歩

にすぎない。これは、比較可能な地域ベースの一貫した仕方で、一国のデータ

源泉からの入手可能なデータを確認し、編集し、分析することによって行なわ

れた。第一の目標は、市場化しうるものと市場化しないもの、有償と無酬をふ

くむすべての財とサービスについての統計を編集するための標準とガイドライ
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ンを開発することである。中心的要請は、国際的に比較可能なタームに簡単に

翻訳できる尺度を工夫することであるが、これは、おおよそのところは従来の

ＧＤＰと等しいか矛盾しないが、また広く異なる各国経済や文化に適用できる

よう十分にフレキシブルなものであるべきである。

「無酬の労働（アンペイドワーク）の測定と価値評価」についての研究の結

果、インストローは、無酬の世帯生産についての「サテライト勘定」を設定す

ための概念とフレームワークを１９９２年に開始して、定義した。研究者、統計家

および経済学者にとっての挑戦課題であるこの領域では、多くの未解決の問題

が生じた。最も論議をよぶ問題は、「無酬の世帯生産に関してサテライト勘定

の定義のための境界線の設定」である。それは、水汲み、たきぎの収集、２次

的な食品加工といった活動はふくむべきか？これらはすぺて、改訂国民勘定

体系の境界内にふくまれ、ＧＤＰの計算には反映されない。何故か？それは、

データの欠如と、それらを計算するか説明するテクニックが無いためである。

他方で、この境界線は、定義と実践によってＳＮＡから全く除外される無酬の

世帯生産にだけ限定されるべきなのか？両方の見地が直接的に国民生産への

女性の貢献が見えないことに向けられている。これらの伝統的活動が一般的に

は女性によって遂行されていたからである。もし生産についてのより包括的定

義が適用されるなら、アプローチが最初は違っていても、両方の選択肢が計算

されるべきであろう。

『無酬労働の測定と価値評価』におけるインストローの当初の勧告は、提案

されているサテライトのＳＮＡの区分にふくまれるべき活動の包括的なリスト

を略述している。それは、世帯維持活動：食事の用意、家の掃除、簡単な修繕

サービス、買物、子供や高齢者や病人の世話、これらに関連する旅行をふくむ。

個人発達活動：教育、技能開発、関連する旅行、そしてボランティアによる社

会活動、である。しかし、資源と時間の制約によって、この最初の実施可能性

の研究を、世帯の維持活動の測定だけに限ることになった。例えば、ボランテ

ィアの社会活動と（投資と考えられる）教育は、カナダでは、提案されたサテ

ライト勘定の一部をなし、無酬労働の推定値の計算にふくまれていた。

さらに、インストローの研究は、他の生産あるいはサービスを「二重計算」

することなしに世帯サービスの真の経済的貢献を判定するために選ばれた方法
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である産出あるいは生産ベースの計算を用いた。この過程は、伝統的な生活時

間研究_これは、投入を労働によって測定し、簡単にジェンダーで区分できる

ものである一をもって始まった。しかし、その最終生産物は、一連の異なった

活動の結果である。例えば、食事は、未加工の生の食品の生産、収集あるいは

購入、清掃、包丁入れ、料理、皿洗いの結果である。インストローの研究者が

使った生産ベースの方法は、通用の生活時間勘定を、カナダ、フィンランド、

ネパールでの小規模調査を通じて収集された家計支出や他の生産データと結び

つけた２)。

この方法は適切と考えられたが、幾つかの問題が不可避的に生じて、これは

将来の研究の設計において何らかの改善を必要であることを示している。困難

の多くは発生のときからのものである。例えば、子供の世話の測定は、考慮し

なければならない他の多くの社-会的問題を伴う。子供が眠っているが、しかし

なお子供の世話人の責任の下にあるときの時間に対して、子供の食事、入浴、

子供への物語、その他の活動に積極的に向けられた時間とには、異なるウエイ

トがつけられるべきである。特にネパールのような開発途上国でそうなのだが、

しばしば市場に同等なものがない世帯サービスについてのＧＤＰを測定する際

にも困難が生じる。世帯における食事の用意の計算もまた、世帯の外部で提供

される食事の比較できる価格、とられる食事のタイプ（スナック、完全な昼食、

夕食）、そして準備の時間についての補足的データを必要とする。これらの諸

問題は基本的なものに見えるが、ほとんどの開発途上国においては、データを

入手できないために解決がより難しいのである。

これらの問題を埋め合わせするために、インストローは、活動とこれに対応

する生産物のリストを、可能なかぎり詳細に開発しようと努めた。他の活動に

ついて他の多くの同じように詳細な調整をしないで、全国ベースで比較可能な

統計標準を作ることは問題でなろう。

女性の社会的、経済的貢献を統計や指標に数量化し、反映させることの意味

は多面的である。それは、家族の生活、特に女性の生活の質を改善するために

は、経済的（貨幣的）見地からだけではなく、全体的に効果的な仕方でも検討

されるべきである。

ネパール、カナダ、フィンランドでのインストローの研究の結果は、女性の
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労働の大きさの意味と比例的な価値評価を提供した。それはまた、もうひとつ

の開幕劇である。女性の労働の多くはいまだに、政府の統計や指標においては

低く価値評価され日に見えないままである。ネパールでは、無酬の世帯生産に

よって生み出された価値の計算は、正規のＧＤＰの価値の２倍である。ネパー

ルの正規のＧＤＰは、農業生産、貿易・商業、サービスと建設をふくむ。

１９３３年の改訂ＳＮＡのマニュアルにしたがえばＧＤＰに入る世帯生産の一部

は、ネパーでは記録されないままである。それらは、燃料・かいぱの収集、水

汲み、家屋の修繕と建築、狩猟や食品加工などのサプジステンス生産である。

価値評価されると、これらの活動は、ネパールの総生産の大きな部分を示し、

そこでの女性の貢献はよく見えるものになる。さらに、正規のＧＤＰへの女性

の貢献が２７％しかないのに対して、サプシステンス経済生産（すなわち、燃料

・かいぱの収集、水汲み、自家使用のための家屋の修繕と建築、狩猟、食品の

収集と加工）の全価値の５８％以上が、女性の貢献によるものである。さらに、

食事の用意、家事、衣服の管理、子供や高齢者の世話に関連する生産のほとん

どすべて（９３％）は、女性が行なっている。これら全ての計測可能な生産物な

いしは産出が拡大ＧＤＰの中で考慮されるときには、経済生産合計に対する女

性の貢献は、６３％に上昇する。カナダやフィンランドのような経済的により発

展した国の無酬の世帯生産の大きさとタイプはネパールのそれとは違うのでは

あるが、両方のシナリオにおける一般的傾向は同じパターンに従っているよう

にみえる。無酬の生産をジェンダー区分すると、カナダとフィンランドでは有

償生産のそれと正反対になる。カナダでは、男性は市場ＧＤＰの６３％を計上す

るが、女性は無酬生産の６１％を計上している。同じように、フィンランドでは

男性が市場ＧＤＰの５９％を計上するのに対して、女性は無酬の５９％を計上す

る。しかし、無酬の生産額が大きいので、（有償と無酬を合わせた）総生産へ

の女性の貢献は、正規のＧＤＰに対する女性の貢献の推定値に比べるとかなり

大きくなる。カナダとフィンランドでの正規のＧＤＰに対する女性の貢献は、

それぞれ３７％と４１％と報告された。しかし、これらの推定値は、無酬の生産

が考慮されるとき、４４％と４８％に上昇した。

上のデータの意味は、政策立案と計画、そして究極には女性の社会的地位を

革命化できるということである。無酬労働の価値の確認することは、経済全体
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が２本足の実体一市場と世帯生産の両方からの補いあう投入によって燃料を与

えられ、維持されるという事実の承認することである。男性が市場部門を支配

しているのに対して、女性は世帯生産の大きな部分を維持している。これらの

結果は全体として、女性は男性と（より以上ではないにしても）同じだけの労

働による貢献をしており、一国の総ての生産的産出あるいは資源について同じ

分け前を受ける資格があることを指摘している。資源の公平な配分とは、女性

に物的資産あるいは財産で報いることを意味しないし、彼女たちの多重の負担

を慰謝するために社会的利得を提供することに限られるものでもない。必要な

ことは、女性を、教育と訓練への平等なアクセスによって、彼女たちの技能を

改善し高めることによって、彼女たちに市場部門において男性と同じように競

争できるようにする信用の便宜を提供することによって、エンパワーすること

である。国際基準にうたわれでいるように家庭内労働と他の世帯責任を同等に

分かち合うことを主導する政策は、経済的、社会的価値が女性の世帯活動にあ

てられるなら、実践に移すことができよう。

インストローは、ジェンダー平等をなしとげることに向かうメカニズムとし

て、社会に対する女性の有償と無酬の貢献を完全に認めるための受け入れ可能

な方法やガイドラインを見いだすという責任を守りつづける。先に述べたよう

に、インストローの予備的作業の結果は『無酬の貢献の測定と価値評価：時間

と産出を通じての計算」（MeasurementandValuationofUnpaidContribution:Accounting

throughTimeandOutput:1995）という研究論文に公表された。この研究の続き、『世

帯生産の価値評価とサテライト勘定」（ValuationofHouseholdProductionandthe

SateⅡiteAccountslSBN-92-l-l27053-７，SalcsNo.E９６.[ILC､4(INSTRAW,SantDomingo,1996）

は、インストローが以前に開発した方法と技術を経験的に適用して得られたネ

パール、カナダ、フィンランドについてのデータとサテライト勘定をふくんで

いる。

女性と国民勘定体系(SNA）もし政策立案者が、経済を１つの目をふさいで見

ることで、経済の1面だけしか見ることができないとしたら、その意思決定は

ひどいものになるだろう。現在、彼らは市場経済を明白に（？）みている。対
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照的に、その非市場経済についての見方は、既存の理論や慣習によって制約を

受けたりあるいはあいまいにされている。というのは、非市場経済の一部一世

帯員によって、自分か同じ世帯の他のメンバーの消費のために生産される家庭

内の個人サービス（l993SNA，6.84,ｐ､133)－は、このシステムの生産境界内には

ふくめられてはいないからである。政策立案者がすべての生産的活動のすべて

を見るためには、この活動は数量化され観察されなければならない。

．特に、女性は非ＳＮＡ活動一自分のためあるいは概念上の消費と無酬の社会

サービスのための財やサービスの活動一の過半を提供していると考えられてい

る。家庭内活動だけを考えると、開発途上国の無酬労働における評価の分析は、

女性の貢献が、男性のそれの２．５倍から１４倍の幅を持つことを結論している（

GoIschmidt-CIemonu987b）。

・いくつかのケーススタディからの資料は、例えば、一般的には女性が担って

いる街路の食べ物生産とその販売が、開発途上諸国の都市部の貧困な部門への

食べ物の非常に大きな部分をなしていることを示した。現在、食事の準備は、

それが販売されない限りＳＮＡの外におかれる。しかし、そういった生産の部

分一販売された部分一がＳＮＡにふくまれ、販売されない自家消費の部分がふ

くまれないとすると、生産とそこでの変化についての描写は誤解を与えること

になる。同じように、女性の家事労働一高齢者や若年者の世話や、市場部門の

活動に従事している世帯員の「世話（maintenance)」をふくむ－の貢献は、考慮さ

れないままであるが、生産的労働への大きな貢献をなしている。そういった労

働がないとすれば、民間部門から購入してか、あるいは公的提供によって提供

される必要があろう。

出所：Measu肥mentandValuationofUnpaidcontribution:AccountingthroughTimeand

OutputlSBNNo､92-l-l27007-3SalesNo・E95JILC3(INSTRAW,SantoDomingol995）

注

１）出所：MeasurementandVa1uationofUnpaidContribution:AccountingthroughTimeand

OutputlSBNNo92-l-127007-3SalesNo.Ｅ95.1ILC､3(INSTRAW,SantoDomingol995）

2）これら３カ国を選択したのは、主としてｌ）（先進国および開発途上国か
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らの）国のレベルで集められる生活時間と他の付帯的なデータの利用可能性

と質、２)これらデータの入手可能性、３)この研究を遂行しうる地域の専門

家の利用可能性、に基づいてである。
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Ⅲインストローのフォーカル・ポ

イント

インストローのフォーカル・ポイントとは、インストローの説明によれば、

「諸機関との契約を維持して、援助するように指名された特定国あるいは地域

の機関および／あるいは女性と開発の分野で活動的な個人である。特定の国あ

るいは地域の承認されたフォーカルポイントは規約した機関で、女性の地位の

向上に関連する研究、訓練、情報／記録／コミュニケーション活動において、

国や地域での関心を持つ機関とインストローとの協力の促進と調整にあたる」

とされており、一定の用件を備え、一定のステップを経て、インストローの理

事会で承認されたものである。

小冊子、INSTRAW(1996),ｎＺｍＭ〃FbcqﾉPoi"LF-Lj"|b/ｂｒﾉVawo7灯"ｇによれば、１９９６

年時点で４１あり、地域別・機関別には次のとおりである．

政府ＮＧＯ大学、研究、訓練機関

アフリカ６

アジア４

ヨーロッパ他９４］

ラテンアメリカ・

カリブ海諸国９２

合計２８８５

ちなみに、日本は１９８６年に外務省・人権・難民課がフォーカルポイントに

なっている。このフォーカルポイントは、各国の状況についての情報を問い合

わせるべき機関として重要と考えて、ここに紹介することにした。
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ＢＵＲＫｌＮＡＦＡＳＯ

Ｃｅｎｔｒｅｄ'6ｔｕｄｅｓｄｅｐ｢ｏｍｏｔｉｏｎｅｔｄ'inrormations
surIed6veloppementsocial

O2BP521aOuagadougouO2
Tel：（２２６）３０６８４８

Fax:ＵＮＤＰ（２２６)３１０４７０

MsFran9oiseTapsoba

ＡＵＳＴＲＩＡ

Ｍｉｎｉｓｔ｢Ｙｆｏ「Ｗｏｍｅｎ,sAffairs

FederaIChanceIIerY

BallhauspIatzl，１０１４Ｖｉｅｎｎａ
ＴｅｌＤＯ４３/1/５３１１５－２２０４

Fax:0043/1/５３１１５－２８６９

ＭｓＢｒｉｇｉｔｔｅＢｒｅｎｎｅ「
Advise「ofMinisterfo「Ｗｏｍｅｎ,sAffairs

onlntemationaIAffairs
CANADA

1nstitutefo「theStudyofWomen
MountSLVincentUniversity
l66BedfordHighway‘Halifax
Halifax，NovaScotia

T9I:(902)４５７－６１１５

Fax:(902)457-0096

ＭｓＲｏｓｅＭａｒｙＢｒｏｗｎ，President

ＢＡＨＡＭＡＳ

Ｂｕ｢ｅａｕｏｆＷｏｍｅｎ`sAffairs

MinistIyofFo｢eignAffairs
P・ＱＢｏｘＮ－３７４６

Ｎａｓｓａｕ

Ｔｅｌ:(809）３５６０２４４

Fax:(809）３２８－８２１２

MsCoraBain-CoIebrooke

AssistantDirector

ＣＯＳＴＡＲＩＣＡ

ＣｅｎｔｒｏＮａｃｉｏｎａＩｐａｒａｅｌＤesarrollo
deIaMujerylaFamiIia(CMF1

Ministe｢iodeCultura，JuventudyDepoItes
ApdolO,２２７－１０００‘ＳａｎＪｏｓ６
Ｔｅｌ:(506)５３－９６２４

Fax:(506)５３－８８２３

MsAnalsabelGarcIa，ExecutiveDirector

ＢＲＡＺＩＬ

ＣｏｎｓｅＩｈｏＮａｃｉｏｎａＩｄｏｓＤｉｒeitosdaMuIher

にＮＤＭ）

ＳＢＳＯｄＯ１ＢＩｏｃｏｐＥ・Ｅｄ、Brasilia5oanda｢，
Br3siIiaD.Ｆ・

ＴｅＭＯ６１）217-8040

Fax:(０６１１３２２－３０６７
CUBA

Federaci6ndeMujeresCuba､ａｓ(ＦＭｑ
ＰａｓｅｏＮｏ、２６０ｅｓｑａｌ３，VedadqLaHabana
TeI:(５３－７１３０－１７００

Fax:(５３－７１３－３３０１９

MsViImaEspInGuiIIois，President

ＭｓＭａｒｉａＲｉｃａｒｄｉｎａＳｏｂｎｎｈｏｄｅＡｌｍeidaPresident

Coo｢denadoraGeraldoF6rumNacionaIｄｅＯｒｇａｎｉｓＩ
ＧｏｖｅｒｎａｍｅｎｔａｉｓｄｅＤｉｒｅｉｔｏｓｄａＭｕＩｈｅｒ

NacionaIdeOrganismos
MuIher

－６２‐



ＤＥＮＭＡＲＫ

Ｋ.Ｕ・ＬＵ－ＷｏｍｅｎａｎｄＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

Ｌａｎｄｇ｢even７，３．Ｗ・
ＤＫ－１３０１Ｃｏｐｅｎｈａｇｅｎ

ＴｅＭ４５１３３１５７８７０

Ｆａｘ:(４５１３３３２５３３０

ＭｓＨａｎｎｅＪｅｐｓｅｎ

ＦＲＡＮＣＥ

Ｓｅｃ｢6ta｢ｉａｔｄ`ＥｔａｔＣｈａｒｇ６ｄｅｓＤｒｏｉｔｓ
ｄｅｓＦｅｍｍｅｓ

３１，ruelePeletier，７５００９Paris
TeI:(３３－１)４７７０４１５８

Fax:(３３－１)４２４６９９６９

ＭｓＣａ｢olineMechin

ＤＯＭＩＮ１ＣＡＮＲＥＰＵＢＬｌＣ

Ｄｉ｢ecci6nGene｢ａｌｄｅＰ｢omoci6ndelaMuje「(DGPⅣ
Ａｖｅ、Ｍ６ｘｉｃｏｅｓｑ３０ｄｅＭａ｢ｚｏ，Edif．Ｄ，２daplanta
OficinasGubemamentales‘Ｓａｎ〔ｏＤｏｍｉｎｇｏ
Ｔｅｌ:(809)６８７－４２１９
Ｆａｘ:(８０９)６８６－０９１１

MsG1adysGuti6r｢ez，ExecutiveDi｢ectoｒ

GREECE

HeI1enicGeneralSec｢etariatfo「Equality，

ＭｉｎｉｓｔｒｙｔｏｔｈｅＰ｢esidency

2qKanigosSq.,AthenslO6-77
Tel:(３０－１)３３０２８９３

Fax:(３０－１)３３０２７１８

MsConstantinaTzifa-Pantazi

GeneraISecreta｢yforEquaIity

Muje「(DＧＰＭ１

ＥＣＵＡＤＯＲ

１ｎｓｔｉｔｕｔｏＥｃｕａｔｏｒｉａｎｏｄｅｌnvestigacionesy

Capacitaci6ndelaMuierUECAlM）
Ａｖｅ６ｄｅＤｉｃｉｅｍｂｒｅ２８１７ｙＲｅｐＯｂＩｉｃａ

Ｏｕｉｔｏ

Ｔｅｌ:(５９３－２１５２５－５１７

Fax:(５９３－２)５６３－２３２

MsFabiolaCuviOmz，Directo「

ｌＮＤＯＮＥＳＩＡ

ＫａｎｔｏｒＭｅｎｔｅｒｉＮｅｇａ｢ａＵ｢usan
PerananWanita

JalanMedanMerdekaBaratl5

Jaka｢ｔａｌＯ１１０

Ｔｅｌ:(６２－２７４)３８０５５５８

Fax:(６２－２７４)３４２６３８

EGYPT

MinistryofSocialAffai｢ｓ＆GeneralRappoI-teur
oftheNationalCommission

Women'sAffairsDepa｢tment

MugamaaBuildingTahrirSquare，Ｃａi｢ｏ
Ｔｅｌ:ＵＮＤＰＩ２０－２)７６８－４８７

Fax:(２０－２)７７９－１４５１

ＭｓＥｎａｙａｔＨｅＩｍＹ，DirectorGeneraIfor
Women,ｓＡｆｆａｒｓ

ITALY

TheltalianAssociationfo「Womenin

DeveIopment（ＡｌＤｏＳ）
ViadeiGiubbonari，３０，ｌｎｔｅｒｎｏ６

ｏ０１８６Ｒｏｍｅ

Ｔｅｌ:(３９－６)６８７－３２１４

Fax:(３９－６)６８７－２５４９

ＭｓＤａｎｉｅｌａＣｏｌｏｍｂｑＰｒｅｓｉｄｅｎｔ

ＪＡＰＡＮ

１ＮＳＴＲＡＷ‐Director

HumanRightsandRefugeeDivision
Mu1tilateraICooperationDepa｢tment，

ＦｏｒｅｉｇｎＰｏＩｉｃｙＢｕｒｅａｕ

ＭｉｎｉｓｔｒＹｏｆＦoreignAffai｢ｓ
１００Kasumigaseki2-2-1，Chiyoda-kU
TeLl81-3)３５８１－４９９５

Fax:(８１－３)３５８０－９３１９

ＦＩＮＬＡＮＤ

ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＨｅｌｓｉｎｋｉ
ｌｎｓｔｉｔｕｔｅｏｆＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔＳｔｕｄｉｅｓ

Ｊｕｓsaarenkuia5N134，ＯＯ８４０Ｈｅｌｓｉｎｋｉ
ＴｅＭ３５８)０－７０８５１

Fax:(３５８)０－７０８４７７８

MsHiIkkaPietila

Tokyo

‐６３－



ＫＯＲＥＡ

ＫｏｒｅａｎＷｏｍｅｎ,sDevelopmentInstiluI(】ＩＫＷＤｌ）
ＣＰ､０．Ｂｏｘ２２６７‘Ｓｅｏｕｌ

ＮＯＲＷＡＹ

ＴｈｅＳｅｃ｢ｅｔａｒｉａｔｆｏｒＷｏｍｅｎａｎｄＲｅｓｅａｒｃｈ

ＴｈｅＲｅｓｅａｒｃｈＣｏｕｎｃｉＩｏｆＮｏｒｗａｙ

ＰＯ・Ｂｏｘ２７００，ｓt・Hanshaugen，Ｎ－０１３１０ｓｌｏ
Ｔｅｌ:＋４７２２０３７０００

Fax;＋４７２２０３７００１

ＭｓＥｌｉｎＳｖｅｎｎＢｂｙ，HeadofSecretariat

Tel:ｌ８２－２１３５６－００７０

Ｆａｘ:ｌ８２２１３５６－１４６７

ＭｓＳｅｉ－ＷｈａＣｈｕｎｇ，President

ＭＥＸIＣＯ

PAKISTAN

MinistryofWomenDeveloｐｍｅｎｔ
ＧｏｖｅｍｍｅｎｔｏｆＰａｋｉｓｔａｎ

ＳｔａｔｅＬifeBuiIdingPhase5

BlueA｢eaIslamabad

Tekl92-51)８２１１４５

Fax:'92-51)８２３１３２

MsSaImaWaheedSecretarytothe
GovernmentofPakistan

ConsejoNacionaIdePoblaciOn（ＣＯＮＡｌｊＯ）
ＡｎｇｅＩＵｒｒａｚａｌｌ３フー５Ｐｉｓｏ

Ｃｏｌ・DelValle，Ｃ､Ｐ、０３１００，Mexico，、.Ｆ、
Tel:(５２５１５５９－６３８９

Fax:(５２５１５５９－６１２１

ＤｒＪｏｓ６Ｇ６ｍｅｚｄｅＬｅ６ｎ，
SecretaryGeneral

ＴＨＥＮＥＴＨＥＲＬＡＮＤＳ

ＮｅｔｗｏｒｋｏｆｗｏｍｅｎｉｎｄｅｖｅＩｏｐｍｅｎｔａｑ〔)､Cl()３
ｉｎＴｈｅＮｅｔｈｅｒｌａｎｄｓ

ＶｒｏｕｗｅｎｂｅｒａａｄOntwikkelingssamenwIjrkinq
RO・Box7Z2340ABOegstgeest
Tel:３１－７１－５１５９３９２

Fax:３１－７１－５１７５３９１

MsLillianvanWesemaeI-Smit，

ＰｒｏｇｒａｍｍｅＭａｎａｇｅｒ

PANAMA

InstitutodelnvestigacIonesyCapacitaci6n
paralaP｢omocidndelaMujerenPanama
(ｌＣＡＰＲＯＭＵＰＡ）

EdificioEmberd，Ave、deIosMdrtires，

AptdqPostal6-5950，河ElDoradon，Panama
Tel:(507)６８２－１４４

ＭｓＭａｒｃｅｌａＦ・deRodriguez`ExecutiveDirector

ＮＥＷＺＥＡＬＡＮＤ

ＭｉｎｉｓｔｒｙｏｆＷｏｍｅｎ`sAffairs

P､０．ＢｏｘｌＯ－Ｏ４９，WelIington
Tel:６４－４－４７１－９９６８

Fax:６４－４－４７２－０９６１

ＴｈｅＨｏｎ・JennyShipleM
MinisterofWomen,sAffai｢ｓ

PHILIPPlNES

NationaICommissionontheRoIeof

FilipinoWomenＩＮＣＲＦＷ）

１１４５Ｊ.Ｐ・LaurelStreet，SanMiguel，ManiIa
Tel:(63-2)741-50-93

MslmeldaNicolas，ExecutiveDirector

ＰＯＬＡＮＤ

ＢｗｅａｕｏｆｔｈｅＰｌｅｎｉｐｏｔｅｎｔｉａｒｙｆｏｒＷｏｍｅｎ'ｓ

ａｎｄFamiIyAffairs
CouncilofMimst｢ies

ul･Litewskal/aOO-513Warsaw

Tel:ｌ４８－２２１６９４－７５９７

Ｆａｘ:(４８－２２)６２８－２３１５

ＭｓＪｏｌａｎｔａＢａｎａｃｈ

NIGERIA

NationalCommissionforWoｍｅｎ

Ｂｌｏｃｋ６５，Ａｒｅａ２ＳｅｃｔｉｏｎＩ

Ｐ.ＭＢ､229,GarkLAbuia
Tel:(２３４－９５)０９２３４０１７６

ＭｓＶｉｃｔｏｒｉａＮＯｋｏｂｉ

－６４－



ＰＯＲＴＵＧＡＬ

Ｃｏｍｉｓｓａｏｐａ｢ａａｌｇｕａＩｄａｄｅｅｐａ｢ａｏｓＤｉ｢eitos

ＳＵＲＩＮＡＭＥ

ＮａｔｉｏｎａｌＣｅｎｔｒｅｆｏｒＷｏｍｅｎ

Onafhankeliikheidsplein7‘

Ｐ・ＯＢｏｘｌ３２１，Parama｢ibo

Tel:'５９７）７９４０１

Fax;ＵＮＤＰ（５９７１４７１５６８

ＭｓＨｅＩｅｎＫｅｒｋ

ｄａｓＭｕ１ｈｅｒｅｓ

Ａｖａ・daRepUblica，３２－１ｏ
ｌＯ９３Ｌｉｓｂｏａ

Ｔｅｌ:ロ５１－１)７９７６０８１

Fax:(３５１－１１７９３７６９１

MsRosiskaDarcydeOIiveira，President

TUNISIA

CentredeRecherches，deDocumentation
etd'lnformation

su「ＩａＦｅｍｍｅ（ＣＲＥＤ１Ｆ）

ＡＶ、ＲｏｉＦａｈｄＩｂｎＡｂｄｅｌａｚｉｚ，Ｒｕｅ７１３

Ｅ１Ｍａｎａｒｌｌ，Ｚ０９２Ｔｕｎｉｓ

Ｔｅｌ:(Ｚ１６－１ｌ８８５７１７

Ｆａｘ:(２１６－１)８８２８９３

ＭｓＳｏｕｋａｉｎａＢｏｕｒａｏｕｉ，PresidentDirectorGenerai

SPAIN

lnstitutodeIaMujer
MinisteｒｉｏｄｅＡｓｕｎｔｏｓＳｏｃｉａｌｅｓ

Ａ１ｍａｇｒｏ３６，Ｍａｄｎｄ２８０１０

Ｔｅｌ:(３４－１)４１０５７０２

Ｆａｘ:(３４－１１３１９９１７８

MsMaConcepci6nDancausaTreviho
GeneralDi｢ector

ＳＲＩＬＡＮＫＡ

ＣｅｎｔｒｅｆｏｒＷｏｍｅｎ,sResearch

(ＣＥＮＷＯＲ）

１２１/１，AscotAvenuaColombo5

Tel:(９４－１１５０２１５３

Fax:ＵＮＤＰ（９４－１)５８１１１６

，｢、ＳｗａｍａＪａｙａｗｅｅｒａ‘Coordinator

ＴＵＲＫＥＹ

ＧｅｎｅｒａＩＤｉｒｅｃｔｏｒａｔｅｏｎｔｈｅＳｔａｔｕｓａｎｄ

ＰｒｏｂｌｅｍｓｏｆＷｏｍｅｎ（ＧＤＳＰＷ）

Basbakanlik‘ＫａｄｉｎｉｎＳｔａｔＵｓＵｖｅＳｏ｢unIari

GenelMddOrlOgO，MesrutiyetCad・Ｎｏ．１９０６６５０
Bakanliklar，Ａｎｋａｒａ

Ｔｅｌ:(９０)３１２４１９２９７９

Fax:(９０)３１２４１８４９１７

ＭｓＧＯｌＡｙｋｏｒ‘GeneraIDirectorＳＵＤＡＮ

Ｍｉｎｉｓｔ｢YforSociaIPlanning

Dept・ｏｆＷｏｍｅｎ'sAffairs
P・ＯＢｏｘ２６６３，Khaパｏｕｍ

Ｔｅｌ:(８７３)７９００８

ＭｓＳａｋｉｎａＭ・Elhassan，

ＨｅａｄＤｅｐａｒｔｍｅｎｔｏｆＷｏｍｅｎ

ＵＮｌＴＥＤＳＴＡＴＥＳＯＦＡＭＥＲＩＣＡ

Ｕ､ＳＣｏｕｎｃｉｌｆｏｒＩＮＳＴＲＡＷ

７５１５CIaremontAvenue

Berkeley，ＣＡ９４７０５
Ｔｅｌ:(５１０)８４９－２２２３‐

Fax:(５１０)６４２－４６０７

，｢・ｌｒｅｎｅＴｉｎｋｅｒ，President
NationaIPopuIationCommittee（ＮＰＣ）
Ｐ､０．Ｂｏｘ３９９５ＦＫｈａＩｔｏｕｍ

ＴｅＩ:(８７３)４３６４１

ＨｅａｄｏｆＷｌＤＳｅｃｔｉｏｎ ＵＲＵＧＵＡＹ

ＦａｃｕｌｔａｄｄｅＣｉｅｎｃｉａｓＳｏｃｉａｌｅｓ

Ｄｅｐａｌ－ｔａｍｅｎｔｏｄｅＳｏｃｉｏｌｏｇＩａ
Unive｢ｓｉｄａｄｄｅｌａＲｅｐＯｂｌｉｃａ
Ｊｏｓ６ＥｎｒｉｑｕｅＲｏｄ６１８６０
１１２００Montevideo

TeI:(５９８－２)４９－１５２４

Fax:(５９８－２)４８－１９－１７

ＭｓＲｏｓａｒｉｏＡｇｕｉｒｒｅ

‐６５‐



ＶＥＮＥＺＵＥＬＡ

ＣｏｎｓｅｉｏＮａｃｉｏｎａＩｄｅｌａＭｕje「
Ｐ｢ｅｓｉｄｅｎｃｉａｄｅＩａＲｅｐｄｂｌｉｃａ
Ａｐｔｄｏ・ＰｏｓｔａＩＮｏ３６６４，Ｃａ｢acas
Tel;(５８－２)８１３１６７

Fax:(５８－２)３１８２１５

ＭｓＭａｒｉａＢｅＩｌｏｄｅＧｕｚｍｄｎ，President

ＺＡＭＢＩＡ

ＷｏｍｅｎｉｎＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔＤｅｐａｒtment
PlanningandDevelopmentCoope｢ation，
OfficeofthePresident

RO､Box5026aLusaka
Tel:(２６０－１)２５０８６６

Fax:ＵＮＤＰ（260-1)２６２－２６１
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1Ｖインストローの出版物リスト

インストローの出版物は多様にわたる。前回の資料において、取り寄せた出

版物リストに基づき、その他文献を参照して出版物リストを示した。

その後、新たな出版物が出されているので、これも出版物リストで埋めてみ

た。しかし、インストローの出版物リストは、前回と同じようにＡ３用紙の裏

表にびっしりかかれたものであるが、現在入手できないものは省いてある。こ

のため、出版物記号に沿って配列してみると幾つかの空白が生じる。この空白

に関してインストロー本部に問い合わせしているが、返事が来ていないので、

空白を残しながら以下に示すことにした。
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